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西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
『
松
前
志
』（
一
）—

翻
刻
編—東

　
俊
佑

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
『
松
前
志
』
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
松
前
志
』
は
秦
檍
丸
（
村
上
島
之
允
）
が
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
蝦
夷
地
調
査
に

基
づ
い
て
著
し
た
紀
行
文
で
あ
り(

１)

、
後
の
代
表
作
『
蝦
夷
島
奇
観
』(
２)

の
原
型
を
な
す
作

品
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
北
海
道
博
物
館
は
『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
模
写
本
を
所
蔵
し
て
お
り

(

３)

、
そ
の
資
料
的
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
檍
丸
の
著
作
活
動
全
体
を
体
系
的
に

理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
『
松
前
志
』
は
こ
れ
ま
で
全
文
が
翻
刻
さ
れ
た
こ
と
は
な

く
、
檍
丸
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
十
分
に
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
『
松
前

志
』
の
書
誌
的
検
討
と
翻
刻
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
詳
細
な
内
容
分
析
は

次
稿
に
お
い
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
の
「
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
と
、
『
松
前
志
』
の
「
書
名
の

備
考
」
に
「
書
名
は
原
表
紙
書
外
題
に
よ
る
。
旧
書
名
「
松
前
考
」
に
誤
る
」
と
あ
り
、

『
松
前
志
』
は
旧
書
名
『
松
前
考
』
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
一
書
で
あ
る
。
法
量
は
縦

二
四
・
六
×
横
一
六
・
六
㎝
、
丁
数
は
二
一
丁
で
あ
り
、
紙
本
墨
書
の
写
本
で
あ
る
。
「
松

前
志
」
の
書
名
は
原
装
渋
引
表
紙
の
墨
書
に
よ
る
（
写
真
２
参
照
）
。

蝦
夷
島
奇
観
（Ezogashim

a Kikan

）、
秦
檍
丸
・
檍
麿
（H

ata Aw
akim

aru, 
Aw

akim
aro

）、
村
上
島
之
允
（M

urakam
i Shim

anojo

）、

ア
イ
ヌ
絵
（Ainu-e
）、
ア
イ
ヌ
風
俗
画
（Ainu Genre Painting

）

資
料
紹
介

キ
ー
ワ
ー
ド

東　

俊
佑
：
北
海
道
博
物
館　

北
海
道
研
究
セ
ン
タ
ー

　

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
『
松
前
志
』
（
松
前
考
、
岩
瀬
本
）
は
、
「
『
蝦
夷
見
聞
記
』

（
東
大
本
）
、
『
蝦
夷
紀
行
』
（
函
館
本
）
、
『
蝦
夷
風
俗
志
』
（
京
大
本
）
な
ど
書
名
は

異
な
る
が
、
す
べ
て
同
じ
内
容
の
も
の
で
、
『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
原
典
と
み
ら
れ
る
も
の
」

と
さ
れ
る
（
谷
澤 

一
九
八
二
：
二
五
二
）
。
四
冊
の
書
誌
情
報
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
『
松
前
志
』　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
（
岩
瀬
本
）
、
一
冊
、
二
一
丁

　
　
　

前
述

②
『
蝦
夷
見
聞
記
』　

東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（
東
大
本
）
、
一
冊
、
二
九
丁

　
　
　

�

見
返
に
「
東
京
帝
國
大
學
圖
書
印
」
の
朱
印
、
１
オ
に
「
南
葵
文
庫
」
「
□
□
〔
判

読
不
能
〕
氏
」
「
愛
岳
麓
藏
書
」
の
朱
印
あ
り
。
29
ウ
に
購
入
印
「
購
入
／
古
本
／

紀
元
二
千
五
百
六
十
三
年
／
明
治
三
十
六
年
十
二
月
廿
一
日
」
あ
り
。

写真1　『松前志』現装表紙

写真2　『松前志』原装表紙
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付
記

　

本
稿
は
、科
学
研
究
費
助
成
事
業（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）・
基
盤
研
究（
Ｃ
）「『
蝦

夷
島
奇
観
』
成
立
史
と
写
本
構
造
に
関
す
る
研
究—

「
ア
イ
ヌ
文
化
成
立
」
言
説
の
探
究—

」

（
課
題
番
号
：23K00805

、研
究
期
間
：
令
和
五（
二
〇
二
三
）〜
令
和
九（
二
〇
二
七
）年
度
、

研
究
代
表
者
：
東
俊
佑
）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

註（
１
）�

秦
檍
丸
は
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
、
近
藤
重
蔵
を
中
心
と
す
る
蝦
夷
地
調
査
隊
の
一
員
と

し
て
東
蝦
夷
地
を
調
査
し
、
ク
ナ
シ
リ
島
ま
で
赴
い
た
。
『
松
前
志
』
は
、
こ
の
調
査
に
基
づ

い
て
檍
丸
が
著
し
た
紀
行
文
で
あ
る
。

（
２
）�
秦
檍
丸
（
一
七
六
〇
〜
一
八
〇
八
）
は
、
絵
図
の
作
製
を
主
な
生
業
と
す
る
幕
府
雇
の
役
人
で

あ
る
。
役
人
と
し
て
は
「
村
上
島
之
允
」
と
名
乗
り
、
作
製
し
た
多
く
の
作
品
に
は
「
秦
檍

丸
」
と
自
署
し
て
い
る
。
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
に
現
在
の
三
重
県
伊
勢
市
で
生
ま
れ
た
檍

③�

『
蝦
夷
紀
行
（
蝦
夷
方
言
考
）
』　

函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
（
函
館
本
）
、
一
冊
、

二
八
丁

　
　
　

�
見
返
に
付
箋
貼
付
あ
り
。
付
箋
（
巖
松
堂
書
店
古
典
部
目
録
用
紙
）
に
ボ
ー
ル
ペ
ン

字
で
「
［
書
名
］
蝦
夷
紀
行
（
蝦
夷
方
言
考
）　

［
著
者
又
ハ
発
行
所
］
秦
檍
麿
自

筆　

［
発
行
年
］
寛
政
10　

［
装
幀
冊
数
］
一　

［
價
格
］
二
十
二
円
／
非
自
筆　

『
蝦
夷
嶋
奇
觀
』
中
よ
り
解
説
を
抜
き
た
る
も
の
に
て
其
数
も
甚
た
少
し
随
て
題
名

も
當
ら
ず　

『
蝦
夷
嶋
奇
觀
解
説
抄
録
』
と
も
稱
す
べ
き
か
／
南
葵
文
庫
蔵
『
蝦
夷

見
聞
記
』
岩
瀬
文
庫
『
松
前
考
』
共
に
内
容
同
じ
」
と
あ
る
。
裏
見
返
に
購
入
印
が

あ
り
、
「
巖
松
堂
書
店
購
入
」
「
昭
和
13
年
12
月
29
日
」
「¥22.00

」
と
あ
る
。

④
『
蝦
夷
風
俗
志
』　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（
京
大
本
）
、
一
冊
、
二
八
丁

　
　
　

表
紙
に
「
谷
村
文
庫
」
の
ラ
ベ
ル
貼
付
、
１
オ
に
「
京
都
大
學
圖
書
印
」
あ
り
。

　

な
お
、
上
記
の
ほ
か
『
国
書
総
目
録
』
や
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫

の
「
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
「
旧
彰
考
」
の
情
報
が
あ
り
、
①
〜
④
の
ほ
か
に
「
彰

考
館
本
」
の
所
在
可
能
性
が
あ
る
（
筆
者
未
見
）
。

　

従
来
、
こ
れ
ら
の
写
本
の
う
ち
②
『
蝦
夷
見
聞
記
』
（
東
大
本
）
が
近
世
蝦
夷
地
研
究
に

お
い
て
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
に
複
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

の
で
、
利
用
者
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、
ア
イ
ヌ
文
化
研
究
等
で
部
分
的
に
引
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
（
佐
々
木 

二
〇
一
三
、
秋
野 

二
〇
一
七
、
松
本 

二
〇
二
三
）
。
し
か
し
、

東
大
本
が
最
も
信
頼
で
き
る
写
本
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。

　

筆
者
は
①
〜
③
を
実
見
（
熟
覧
）
し
、
④
を
「
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
」
に
て
閲
覧
し
た
。
①
〜
④
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
②
〜
④
の
三
冊
は
、
文
字
の
微
細
な

相
違
は
あ
る
も
の
の
、
丁
立
て
、
行
立
て
が
ほ
ぼ
完
璧
に
一
致
し
て
お
り
、
ま
た
筆
蹟
も
酷

似
し
て
い
る
（
二
二
三
頁
写
真
３
〜
５
参
照
）
。
こ
れ
に
対
し
①
岩
瀬
本
は
②
〜
④
と
は
筆

蹟
が
異
な
り
、
丁
立
て
、
行
立
て
も
異
な
っ
て
い
る
（
本
誌
二
〇
六
頁
参
照
）
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
②
〜
④
は
同
一
人
の
手
に
よ
る
写
本
で
あ
る
と
言
え
る
。
な
お
、
①
も
②
〜
④
も
、

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
筆
蹟
と
は
異
っ
て
お
り
、
檍
丸
の
自
筆
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

①
岩
瀬
本
の
特
徴
は
、
丁
立
て
、
行
立
て
が
他
の
三
冊
と
異
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
天
註

部
分
の
書
き
込
み
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
天
註
部
分
の
相
違
は
最
初
の
数
丁
の

み
に
顕
著
に
見
ら
れ
、
そ
れ
以
後
の
情
報
量
に
写
本
間
で
大
差
は
な
い
。

　

②
〜
④
の
中
で
は
、
②
東
大
本
は
校
訂
が
行
わ
れ
て
お
り
、
朱
書
・
墨
書
の
訂
正
書
き
入

れ
が
ほ
ぼ
随
所
に
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
②
〜
④
の
三
冊
で
は
②
東
大
本
が
写
本
と
し

て
の
信
頼
性
が
高
い
。
し
か
し
、
①
岩
瀬
本
と
②
東
大
本
を
比
較
す
る
と
、
①
岩
瀬
本
の
方

が
誤
写
や
脱
字
が
少
な
く
、
よ
り
原
型
に
近
い
本
文
を
保
持
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
翻
刻
の
底
本
は
①
岩
瀬
本
に
拠
り
、
②
東
大
本
と
の
相
違
点
を
指
摘
す

る
の
が
適
切
と
判
断
し
た
。
今
後
の
研
究
に
お
い
て
、
従
来
利
用
さ
れ
て
き
た
東
大
本
に
代

わ
り
、
よ
り
信
頼
性
の
高
い
岩
瀬
本
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
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丸
は
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
幕
府
の
支
配
勘
定
・
近
藤
重
蔵
の
蝦
夷
地
調
査
隊
に
絵

図
師
・
算
者
と
し
て
随
行
し
て
以
降
、
幕
府
高
官
の
巡
視
随
行
に
駆
り
出
さ
れ
、
蝦
夷
地
図

作
製
に
奔
走
す
る
。
そ
の
過
程
で
知
り
得
た
ア
イ
ヌ
の
実
情
を
伝
え
る
た
め
に
制
作
し
た
の

が
『
蝦
夷
島
奇
観
』
で
あ
る
。
秦
檍
丸
や
『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
（
佐
々
木  

一
九
八
二；

谷
澤 

一
九
七
五
、
一
九
八
二
、
一
九
八
九
）
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
檍
丸
の

作
品
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
博
物
館
第
五
回
特
別
展
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
と
北
海
道
」
に
お
い
て

そ
の
一
部
が
展
示
さ
れ
た
（
特
別
展
図
録
は
（
北
博
編 

二
〇
一
九
）
）
。

（
３
）�

北
海
道
博
物
館
は
、
『
蝦
夷
島
奇
観
』
写
本
を
三
点
所
蔵
す
る
。
①
『
蝦
夷
島
奇
観
』
（
収
蔵

番
号
七
一
九
二
〇
）
、
②
『
蝦
夷
島
奇
観
』
（
収
蔵
番
号
一
二
六
二
四
七
）
、
③
『
蝦
夷
島
奇

観
（
近
夷
地
雑
図
部
）
』
（
収
蔵
番
号
一
二
六
二
六
五
）
の
三
点
で
あ
る
。

引
用
文
献

秋
野� 

二
〇
一
七
：
秋
野
茂
樹
『
イ
ヨ
マ
ン
テ
：
ア
イ
ヌ
の
霊
送
り
儀
礼
（
秋
野
茂
樹
論
集
）
』
秋
野

茂
樹
論
集
刊
行
会
、
二
〇
一
七
年

北
博�

編 

二
〇
一
九
：
北
海
道
博
物
館
編
『
ア
イ
ヌ
語
地
名
と
北
海
道
（
第
五
回
特
別
展
図
録
）
』
北

海
道
博
物
館
、
二
〇
一
九
年

佐
々�

木 

一
九
八
二
：
佐
々
木
利
和
「
「
蝦
夷
島
奇
観
」
に
つ
い
て
」
谷
澤
尚
一
・
佐
々
木
利
和
編

『
秦
檍
麿
自
筆　

蝦
夷
島
奇
観
』
雄
峰
社
、
一
九
八
二
年

佐
々�

木 

二
〇
一
三
：
佐
々
木
利
和
『
ア
イ
ヌ
史
の
時
代
へ
：
余
瀝
抄 

（
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住

民
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
三
）
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年

谷
澤� 

一
九
七
五
：
谷
澤
尚
一
「
十
八
世
紀
の
蝦
夷
地
見
聞
誌
十
種
：
蝦
夷
地
見
聞
記
」
『
北
海
道
史

研
究
』
第
七
号
、
一
九
七
五
年

谷
澤� 

一
九
八
二
：
谷
澤
尚
一
「
秦
檍
麿
略
伝
」
谷
澤
尚
一
・
佐
々
木
利
和
編
『
秦
檍
麿
自
筆　

蝦
夷

島
奇
観
』
雄
峰
社
、
一
九
八
二
年

谷
澤� 

一
九
八
九
：
谷
澤
尚
一
「
研
究
余
録　

村
上
島
之
允
を
め
ぐ
っ
て
」
『
三
重
県
史
研
究
』
第
五

号
、
一
九
八
九
年

松
本� 

二
〇
二
三
：
松
本
あ
づ
さ
「
ア
イ
ヌ
の
千
島
交
易
と
松
前
藩
：
『
蝦
夷
島
奇
観
』
と
『
蝦
夷

見
聞
記
』
に
描
か
れ
た
ニ
ウ
ェ
ン
を
め
ぐ
っ
て
」
『
藤
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
〇
号
、

二
〇
二
三
年

〈
凡
例
〉

⑴　

�

旧
字
体
・
異
体
字
・
略
字
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
示
し
た
。
別
字
で
代
用
し
た
場
合
は
、

〔
〓
〕
で
示
し
た
。

⑵　

�

変
体
仮
名
は
、
普
通
の
平
仮
名
に
改
め
、
合
字
も
分
解
し
て
普
通
の
仮
名
と
し
た
。
た
だ
し
、
ゟ

（
よ
り
）
、
江
（
え
）
、
与
（
と
）
、
之
（
の
）
、
者
（
は
）
、
茂
（
も
）
は
そ
の
ま
ま
と
し

た
。

⑶　

�

読
点
は
校
訂
者
が
付
し
、
校
訂
者
に
よ
る
註
記
は
〔　

〕
で
示
し
た
。
〔
マ
マ
〕
は
翻
刻
ど
お
り

で
あ
る
こ
と
を
示
す
校
訂
者
に
よ
る
註
記
で
あ
る
。

⑷　

�

翻
刻
文
中
、
現
在
で
は
使
わ
な
い
不
適
切
な
用
語
も
あ
る
が
、
史
料
と
し
て
の
性
格
上
、
そ
の
ま

ま
と
し
た
。

⑸　

�

抹
消
訂
正
文
字
は
、
左
傍
に
「
〻
」
を
付
し
て
右
傍
に
訂
正
文
字
を
細
書
し
た
。

⑹　

�

丁
数
と
表
裏
の
別
を
文
末
に
〔
算
用
数
字
オ
〕
・
〔
算
用
数
字
ウ
〕
で
記
し
た
。

⑺　

�

本
文
の
内
容
か
ら
〔
場
面
１
〕
〜
〔
場
面
33
〕
を
付
加
し
た
。
〔
場
面
１
〕
の
み
場
面
名
称
を
示

す
適
切
な
語
の
表
示
が
な
い
た
め
、
〔
蝦
夷
由
来
マ
チ
子
カ
モ
井
図
（
女
神
窟
居
説
）
〕
と
補
っ

た
。
こ
れ
は
、
『
蝦
夷
島
奇
観
』
の
祖
稿
本
の
形
態
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
『
蝦
夷
國
奇
観
』

（
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
）
に
「
蝦
夷
由
来
マ
チ
子
カ
モ
井
図
」
、
『
蝦
夷
島
奇
観
』
（
東
京

国
立
博
物
館
所
蔵
）
に
「
女
神
窟
居
説
」
の
場
面
名
称
が
見
え
、
こ
れ
と
『
松
前
志
』
の
〔
場
面

１
〕
の
内
容
が
似
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
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写真3　『蝦夷見聞記』東京大学附属図書館所蔵（東大本）
　　　　 23ウ〜24オ
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　　　　 23ウ〜24オ

写真5　『蝦夷風俗志』京都大学附属図書館所蔵（京大本）
　　　　 23ウ〜24オ



東　俊佑　西尾市岩瀬文庫所蔵『松前志』（一）

222
（41）

◎
半
丁
白
紙
〔
見
返
〕

〔
〔
場
面
１
〕蝦夷

由
来
マ
チ
子
カ
モ
井
図
（
女
神
窟
居
説
）
〕

松
前
ゟ
東
蝦
夷
地
百
里
は
か
り
ニ
サ
ル
ベ
ツ 

川
夷
名

曰
ベ
ツ 

と
て
大
河
有
り
、
此
山
奥

に
ヤ
イ
バ
ル 

夷
人
名

 

と
い
へ
る
酋
長
あ
り
、
僕
順
行
セ
る
頃
道
の
傍
に
出
て
礼
を
な
し
、

サ
ル
モ
ン
ペ
ツ
の
陣
家
に
案
内
す
、
此
所
の
番
人 

運
上
家
ニ
居
ル
者
共

を
す
へ
て
か
く
云
へ
り 

い
へ
り
て
此

ア
イ
ノ 

夷
人
の
通
称
ア
イ
ノ
と
い
へ
り
、
古
名
ヱ
ミ
ジ
、
近
世
ヱ
ゾ
ト
云
、
万
葉
集
を
按
す
る
に
東
方
風
と
云
て
あ
ゆ
の

か
ぜ
と
訓
し
た
り
、  

さ
す
れ
ハ
ア
イ
ノ
と
い
へ
る
は
此
国
の
ふ
る
き
名
な
る
へ
し

は
古
の
事
能
々
知
れ
り
、
尋
給
へ
と
い
へ
る
ま
ゝ
に
酒
打
進
め
て
、
乙
名
は

酋
長
を

称
乙
名 

昔ウ
バ

物シ
ク

語ニ

知
れ
り
と
聞
き
て
、
此
東ア

方イ

風ノ

に
人
は
し
ま
り
し
事
ハ
何セ
ン
バ
ク程 

頃
よ
り
の
事
な
ら
ん
か
し
、
ヤ
イ
ハ
ル
云
く
、
古フ
シ
ロ南
〔
コ
〕

の
方
の
神カ
モ
イの

國
よ
り
女
マ
チ
子
カ
モ
イ神一シ 

人子
ツ
ブう

つ
ろ
舟チ
ブ

に
乗
て
、
此
あ
た
り
な
る
シ
ツ
ナ
イ
と
云 

地
名
沢
を
ナ
イ
と

云
、
シ
ツ
解
か
た
し 

処
に
着

給
ふ
、
種
々
の
宝
を
捧
た
る
黄
金
、
白
金
、
水
精
玉
、
水
と
る
玉
、
又
ハ
行
噐
、
耳

盥
、
乱
筥
、
梨
子
地
器
地
シ
リ
キ
と
云
、

蒔
絵
し
た
る
を
シ
ツ
フ
と
云 

黄
金
銚
子
、
盃
、
盃
䑓
、
黄
金
呑イ
ク
ハ
シ箸
夷
人
酒
宴
の
時
イ
ク

ハ
シ
と
い
ふ
噐

用
ゆ
、
其
状
酒
宴
の
條
下
に
く
わ
し
、
竊
に
按
す
る
に
今
婦
人
鉄
醤
水
に
て
歯
を
染
る
時
用
る
渡
し
金

な
ら
ん
、
此
頃
傳
り
し
を
幾
は
く
の
年
経
て
持
た
る
か
や
と
酒
礼
の
噐
と
な
し
て
傳
ハ
る
や
い
な
や

其
外
た
か
ら
器

何
程
と
い
ふ
事
知
る
へ
か
ら
す
、
其
頃
は
蝦
夷
も
な
く
て
け
れ
は
山
地
に
山
易
し
て
居
〔
１
オ
〕

長
サ
一
尺
ハ
カ
リ
、

巾
八
分
、
文
彫
ス

〔
天
註
１
〕

　

夷
人
流
る
ゝ

　

㕝
を
モ
ム
と

　

い
へ
り
、
按
る
に

　

モ
ム
は
水
の

　

名
な
ら
ん

〔
天
註
２
〕

　

ヲ
ト
ヘ
、
ト
ヨ
ヘ
、
ヲ
ヨ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　

松
前
近
所

天
註
１

天
註
２

見返1オ
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給
ひ
ぬ
る
か
、
何
れ
に
住
け
ん
一
犬
現
れ
出
て
女
神
に
ち
か
つ
き
ぬ
、
犬
に
宣
ふ
様
ミ
つ
か
ら

空シ
ヤ
ン
ラ
ケ
リ

腹
喰
る
物
な
ん
あ
ら
ば
あ
た
へ
よ
、
さ
ら
ば
汝
か
云
る
事
何
に
て
も
か
な
へ
ん
と
あ
り

け
れ
は
、
犬
も
聞
入
け
ん
、
濱
の
方
に
い
た
り
て
う
ち
寄
た
る
海
草
介〔
貝
〕類

、
山
に
入
て
ハ

栗
実
な
ん
と
も
て
進
ミ
け
れ
ハ
、
神
も
シ
ノ〻ノ

ヤ
イ
ラ
ケ
リ 

い
た
つ
て
か
た
し

け
な
い
と
い
ふ
事
也 

と
喰ヱ
ベ

し
給
ふ
、

夫
よ
り
し
て
乞
た
ま
わ
す
と
も
神
の
御
心
に
合
物
を
も
て
は
こ
ひ
て
奉
る
故
ニ
、

犬
を
め
で
給
ひ
し
事
か
き
り
な
く
、
夜
は
ふ
と
こ
ろ
の
中
に
寝
さ
し
め

給
ひ
て
よ
り
、
折
節
ま
て
わ
ひ
な
く
給
ひ
て
子
を
孕
み
、
月
か
さ
な
り
て

産
給
ふ
子
は
し
め
て
ア
イ
ノ
の
状
を
な
せ
り
と
よ
、
故
に
女
は
神
の
は
し

め
、
男
は
犬
の
種
と
申
傳
け
る
と
そ
か
た
り
け
る
、

　
　
　

木
中
を
彫　
　
　

舟
ニ
造　
　

二
ツ　
　

合
セ
て　
　

中
に　
　

婦

　
　
　
コ
ヲ
シ
ケ
ボ
イ
〳
　〵

チ
ツ
カ
ル
ハ 　

ト
ツ
プ　

   

ウ
ヱ
ヲ
シ
ハ  　

ヲ
シ
ケ　

   

マ
チ
子

　
　
　

神
を　
　

入
て　
　

流
て
有　
　

此
所
へ　
　

着
ま
し
て

　
　
　
カ
モ
イ　

   

ヲ
マ
レ
ハ   

モ
ム
ア
ン
ベ　

  

タ
ン
コ
タ
ン　

 

シ
レ
バ
ヤ
ッ
カ
イ
〔
１
ウ
〕

夷
〔
場
面
２
〕人三

ヶ
月
を
見
て
月
の
初
を
知
る

　
　
　

主　
　
　

此
見
よ　
　
　

今
日
か
ら　
　
　

新
月　
　
　
　

見
る

　
　

   

ニ
シ
ハ　
　

タ
ン
ベ
ヌ
カ
ラ　

  

タ
ン
ド
ヲ
ロ
ワ
ノ　

   

ア
シ
リ
チ
ユ
ブ  　

ヌ
カ
ル

ウ
〔
場
面
３
〕カリ

稽
古
の
図

ウ
カ
リ
と
云
事
を
行
へ
り
、
兼
て
大
サ
三
尺
は
か
り
な
る
つ槌ち 

三
国
通
鑑
ニ

図
を
出
セ
り
を
製

し
置
、
面
々
家
の
中
に
掛
置
事
住
居
の
図
に
あ
ら
わ
せ
り
、
夷
い
と
ま

あ
る
時
は
皆
々
集
り
て
、
互
に
背
ニ
皮
薦
の
類
を
当
て
打
合
手

練
す
る
、
此
國
い
ま
だ
文
字
な
け
れ
ハ
、
喧
𠵅
口
論
の
後
、
負
た
る
方

に
て
誤〔
謝
り
〕り

證
文
を
書
所
を
、
其
替
り
に
珍
蔵
す
る
所
の
宝
噐
を
遣

し
て
中〔
仲
〕直

り
す
る
を
ツ
ク
ノ
ヒ
と
云
り
、
密
夫
料
も
如
左
し
、
其
事
の

軽
重
に
依
て
宝
器
数
品
を
と
る
、
其
噐
と
い
ハ
パ〔
バ
〕金

銀
鏤
た
る
太
刀
、
〔
２
オ
〕

天
註
３

〔
天
註
３
〕

　

ル
ウ
マ
ン
犬イン　

　

フ
ル
フ
ク
犬

　

ソ
ダ
ツ
犬

1ウ2オ
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鍔ツ
ハ

、
目
貫
、
玉
、
金
餝
し
た
る
行
噐
の
何
れ
も
古
物
を
貴
む
、
此
品
々
を
以
て

あ
か
な
ふ
な
り
、
扨
ツ
ヽ
ウ
チ 

松
前
俗
方
言

槌
打
と
云
事
也 

を
行
し
は
、
其
ツ
ク
ノ
ヒ
に
及

す
、
故
に
ツ
ク
ノ
ヒ
出
す
者
の
か
た
よ
り
い
さ
ウ
カ
リ
せ
ん
と
い
へ
は
、

其
用
意
し
て
、
親
族
あ
つ
ま
り
、
其
者
に
補
を
な
せ
り
、
是
ハ
ウ
カ
リ

の
本
図
出
す

其
強
弱
に
よ
り
て
只
一
打
に
て
斃
る
者
も
有
、
片
輪
に
成
も
有
、
浮

身
練
達
の
者
は
一
向
安
然
と
せ
り
、
故
に
常
々
稽
古
怠
惰
な
く

勤
る
な
り
、

　
　
　
　
　
　

 

ヘ
カ
チ
リ
ム
セ

タ
ブ
カ
リ

ヲ
ボ
シ

　
　
　

子

〔
場
面
４
〕

共
躍

童
子
大
勢
集
り
、
圍
居
蹲
踞
し
て
膝
頭
を
た
ゝ
き
、
ハ
ア
ヽ

 

と
う
た

ひ
、
中
に
ハ
壱
人
立
て
舞
㕝
、
鳥
の
空
を
飛
、
羽
を
か
わ
し
て
縦

横
進
退
、
衣
の
裾
を
取
上
て
手
に
ま
き
、
舞
ま
と
ひ
せ
る
、
外
に
〔
２
ウ
〕

一
両
人
有
て
め
く
り
に
列
な
る
者
の
肩
を
う
ち
て
拍
子
を
進
む
、
其

さ
ま
平
砂
群
か
る
雁
鴨
の
躰
、
又
ハ
空
を
翺
る
鶴
の
か
た
ち
を

似
ひ
た
る
、
此
國
い
ま
た
大
古
の
風
俗
を
其
ま
ゝ
に
傳
る
な
れ
は
、
音

楽
舞
童
の
わ
さ
も
な
く
、
鳥
の
空
を
飛
あ
る
は
急
河
の
渕
に

集
た
る
形
状
よ
り
外
に
振
舞
さ
ま
も
な
し
、
可
怜
神
の
代
の
有

さ
ま
を
ゆ
ら
き
な
く
傳
ふ
る
な
る
へ
し
、
調
子
は
平
調
を
お
の
づ
か
ら

に
備
た
り
、
越
天
楽
を
う
た
ひ
合
ふ
拍
子
の
し
ら
へ
進
ミ
て

神
妙
な
り
、
其
所
々
に
て
少
々
つ
ゝ
ふ
り
か
わ
り
、
凡
五
六
流

鶴
舞
レ
ブ
ン
ク
ル

ア
フ
ト
マ
ヒ

あ
り
、
老
若
男
女
酒
宴
の
後
は
さ
ま
〳
〵
に
振
舞
け
る
、

　
　
　

ア

〔
場
面
５
〕

マ
ッ
ポ
ウ
図　
綱
ヲ
杭
ニ
結
ヒ
付
、
高
サ
其
獣
ノ
大
小
ニ

ヨ
リ
量
ア
リ
、
手
ノ
束
ヲ
以
テ
定
ム

〔
３
オ
〕 

3オ 2ウ
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如
図
物
を
製
し
、
山
林
曠
野
の
中
に
掛
置
、
狐
、
狸
、
鹿
、
熊
、
張
所
の
綱
に

あ
た
れ
は
毒
矢
飛
出
て
、
獣
の
身
に
立
、
即
斃
る
、
其
綱
を
引
置
、
渓
路
に
ハ

イ
ナ○
ヲ
ヽ
木
に
立
て
、
人
の
当
ら
さ
る
様
の
印
を
立
お
き
た
り
、
誤
り
て
是
に

あ
た
れ
は
命
を
落
す
、

　
　
　

マ

〔
場
面
６
〕

チ
コ
ル　
婚
礼
ノ
㕝
也

と
つ
き
す
る
事
は
、
其
親
々
嬰
子
の
頃
よ
り
云
付
置
㕝
な
り
、
又
壮
年

に
及
ん
て
嫁
を
向
也
、
婿
を
と
る
も
あ
り
、
此
ニ
は
種
々
宝
を
女
の
家
に
送
り
、

マ
チ
コ
ル 

マ
チ
と
ハ
女
の
称
、

コ
ル
と
ハ
造
と
云
事
な
り
、
夷
人
と
も
の
位
に
よ
り
て
い
ろ
〳
〵
の
幣
物
の
品

か
わ
れ
り
、
し
か
ハ
あ
れ
と
タ
ン
子
ッ
プ 

太
刀
の

㕝
也

壱
振
あ
れ
は
、
女
房
は
持
る
ゝ
と
い

へ
り
、
云
名
付
置
た
る
者
共
好
色
を
発
す
る
頃
に
な
れ
ハ
、
其
女
の
家
に
い
た

り
て
、
い
つ
と
な
く
交
會
し
て
、
漁
事
山
猟
を
か
せ
く
、
そ
れ
を
舅
〔
３
ウ
〕

の
家
に
出
す
に
も
あ
ら
す
、
父
の
家
に
送
る
に
も
あ
ら
す
、
め
い
〳
〵
稼
に
し
て

居
る
㕝
な
り
、
其
後
女
を
我
家
江
連
来
り
住
ミ
ぬ
、
ま
た
壮
年
に
い
た
り
て

婦
を
入
る
者
は
本
邦
と
お
な
し
く
仲
人
あ
り
て
、
其
も
の
嫁
を
連
来
る
、
尤

夜
陰
な
り
、
扨
家
の
入
口
は
蝦
夷
地
は
し
め
中
は
二
所
あ
る
も
あ
り
、
奥
蝦
夷
は

一
方
口
な
り
、
扨
仲
人
嫁
を
連
来
り
、
近
所
は
元
よ
り
家
内
も
一
向
し
ら
さ
る
様
ニ

能
き
間
を
見
合
、
衣
の
後
に
隠
し
、
又
ハ
炉
の
火
の
燼キ
ヘ

た
る
を
見
て
中
に

は
い
り
、
さ
わ
ら
ぬ
躰
に
て
、
世
の
中
の
は
な
し
何
く
れ
し
て
、
嫁
を
傍
に

忍
は
せ
置
て
帰
る
な
り
、
一
向
其
家
の
者
迚
も
何
時
来
り
候
哉
、
只
傍

に
忍
ひ
居
て
徒
ニ
顕
れ
出
れ
ハ
、
扨
ハ
嫁
の
君
ご
さ
ん
な
り
と
心
と
き
め

く
は
か
り
な
り
、
家
の
姑
と
り
あ
へ
す
有
合
魚
を
煑
、
或
ハ
あ
ぶ
り
て
喰
し

め
、
嫁
も
と
も
〳
〵
に
魚
を
切
、
火
を
焚
た
る
事
な
り
、
家
族
の
者
迄

一
向
し
ら
ぬ
様
に
来
り
し
を
至
て
上
首
尾
の
婚
礼
と
い
へ
り
、

4オ 3ウ
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上
蝦
夷
は
少
し
畧
な
る
へ
し
、
い
ま
た
見
さ
れ
は
記
し
か
た
し
、
其
後
夫
に
仕
る

事
至
て
貞
節
、
す
へ
て
家
内
の
㕝
を
善
し
、
木
樵
漁
事
を
つ
と
む
る
㕝

厚
し
、
婦
人
の
諺
ニ
曰
、
ヲ
男
ノ
事
ツ
カ
イ
に
ハ
生
涯
帯
を
さ
せ
す
に
世
を
す
こ

さ
し
た
き
よ
し
を
願
ふ
、
か
く
い
へ
る
は
夫
を
養
育
す
る
を
メ
ノ
コ
の
誉

れ
と
い
へ
り
、
其
強
勢
愛
す
へ
し
、

　
　
　

ヲ

〔
場
面
７
〕

ン
カ
シ
キ　
拜
礼
ノ
㕝
也

台
命
を
か
ふ
む
り
官
役
臣
等
此
地
に
至
れ
は
、
其
所
々
の
乙
名
、
翁
長
称
乙
名

脇
乙
名
、
小
使
と
て
、
夷
村
毎
に
役
人
有
、
是
等
村
の
入
口
に
安
坐
し

待
受
ぬ
、
官
人
い
た
れ
は
合
掌
し
て
、
手
の
先
を
地
向
け
す
る
事
三
度
、

左
ヨ
リ
摺
、
右
ニ
至

リ
、
左
ニ
出
ル

夫
よ
り
手
を
仰
ひ
て
髪
際
を
撫
る
様
に
な
し
、
仰
ひ

て
は
如
元
し
、
三
度
に
及
ふ
時
髭
を
な
て
お
ろ
し
て
、
懐
の
中
に
〔
４
ウ
〕

入
る
様
に
す
、
其
躰
相
至
て
謹
ミ
、
手
前
寛
然
と
し
、
時
に
敬
蹕
の

声
を
發
す
、
ム

と
鼻
ゟ

音
を
発
す

按
る
に
皇
朝
厩
戸
皇
子
礼
を
製
し

て
よ
り
大
古
の
拝
礼
失
へ
り
、
今
蝦
夷
等
か
傳
行
ふ
状
、
神
代
の
礼

な
る
へ
し
、
初
メ
掌
を
合
セ
、
摺
合
す
有
様
、
浮
図
氏
の
礼
に
稍
似
た
り
と

雖
も
、
夷
形
状
大
キ
に
異
な
り
、
故
に
礼
の
進
退
を
細
図
し
た
り
、
此
様

今
尚
本
邦
に
行
へ
り
、
貴
賤
と
も
人
を
送
り
出
た
る
時
、
手
を
仰
ひ
て

い
た
し
く
様
に
な
す
㕝
あ
り
、
何
と
な
く
古
礼
存
セ
り
、
國
津
弁
に
ハ
拝
礼

の
㕝
を
を
か
ミ
す
と
い
へ
り
、
世
う
つ
り
か
わ
り
、
唐
朝
の
礼
も
う
つ
し
、
浮
図

氏
の
礼
を
ま
れ
ひ
、
品
く
た
り
は
て
ゝ
は
小
笠
原
流
な
ん
と
ゝ
い
へ
る
大

俗
礼
起
れ
り
、
し
か
ハ
あ
れ
と
も
、
伊
勢
神
宮
、
出
雲
大
社
其
外

古
宮
、
又
ハ
雲
上
尚
古
礼
を
傳
、
敬
蹕
の
声
存
セ
り
、
古
宮
大
祭
礼
ニ
ハ

ヲ
ー
と

〔
マ
マ
〕

云

〔
５
オ
〕
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東
都
に
て
も
貴
人
通
行
の
時 

シ
イ
ー
と

い
へ
り

蝦

〔
マ
マ
〕

夷
等
か
拜
礼
其
謹
敬
意

語
に
つ
く
し
か
た
し
、

乙
名
、
脇
乙
名
、
小
使
を
呼
出
し
酒
進
む
る
に
、
先
庭
上
に
キ
ナ 

夷
名
草
と
云
㕝
な
り
、

草
に
て
あ
ミ
た
る
席
敷
く

を
敷
、
銚
子
、
盃
を
儲
て
待
、
時
に
其
所
の
運
上
家
支
配
人
及
番
人
と
も
、
乙
名

か
手
を
引
進
姿
身
に
ハ
、
吾
邦
の
女
子
の
衣
服
の
い
か
に
も
縫
模
様
流
出

に
な
し
た
る
、
地
白
地
緋
の
服
を
左
襟
に
着
し
、
細
き
紉
を
帯
に
し
た
り
、
当
世
此
地

の
は
や
り
に
て
、
袋
真
田
を
り
に
、

井
筒
お
り
入
た
る
な
ん
と
を
せ
り

腰
を
か
ゝ
め
、
足
く
ね
り
て
歩
し
、
キ
ナ
の
上
に
一
揖
し
て

安
坐
す
、
三
人
連
坐
し
て
よ
り
礼
を
な
す
㕝
如
前
、
通
詞
を
以
て

公
㕝
を
云
聞
ス 

次
に 

此
度
は
太
義
之
由

申
聞
、
酒
を
呑
し
む

㕝
云
聞
す
官
人
盃
䑓
を
と
り
、
上 

盃
の
上
に
イ
ク
ハ
シ
ヲ

横
に
渡
置
、
如
図

䑓
に
居
な
か
ら
酒
を
盛
し
め
、
イ
ク
ハ

シ
の
頭
を
と
り
、
右
に
置
な
を
し
、
盃
の
上
に
の
せ
遣
す
、
夷
両
手
に
て
受
取
時
、
此

方
の
左
の
手
の
甲
を
恭
し
く
な
て
、
酒
を
い
た
ゝ
く
、
其
時
に
此
方

に
て
も
手
摺
合
、
ひ
ら
き
て
仰
き
、
敬
畢
の
声
を
発
ス
、
ム

と

鼻
ゟ
音
出
ス

〔
５
ウ
〕

夷
又
一
揖
す
る
時
如
前
、
次
に
イ
ク
ハ
シ
を
取
、
盃
の
上
に
て
左
右
左 

此
吾
邦

の
古
礼

に
て
神
㚑
に
物
奉
ル
時

行
ふ
㕝
な
り
、
今
に
存
す 

を
な
す
、
此
手
前
至
て
お
た
や
か
に
て

茶
人
の
行
ふ
有
次
あ
り

次
に
イ
ク
ハ
シ
に
て
日
神
月

神
に
神
酒
を
奉
り
、
又
ハ
竈
、
水
神
、
先
祖
の
神
㚑
、
其
人
々
の
心
々
に
信

す
る
神
々
に
敬
酒
せ
り
、
次
に
イ
ク 

イ
ク
と
ハ

呑
事
也

す
、
半
呑
時
一
揖
す
、
此
方
又

敬
畢
の
声
を
発
し
、
礼
如
前
酒
の
ミ
、
終
れ
ハ
再
盛
て
遣
す
、
戴
時

礼
前
の
如
し
、
半
の
時
も
如
元
夷
呑
終
れ
は
即
酒
を
盛
ら
セ
、
イ
ク
ハ
シ

の
頭
を
此
方
の
右
へ
取
直
し
、
返
盃
に
及
ふ
、
其
時
左
の
手
の
甲
を
う
や

〳
〵
し
く
な
て
ゝ
、
此
方
礼
如
前
、
次
に
脇
乙
名
并
小
使
に
か
く
し
て
、

次
に
た
は
こ
、
小
刀
、
糸
、
針
の
品
類
、
か
れ
ら
か
邦
に
な
き
品
を
遣
す
、

通
詞
次
に
前
の
如
く
礼
を
な
し
、
を
は
れ
は
退
か
す
、

　
　
　

チ

〔
場
面
８
〕

キ
リ
ヌ
カ
を
見
て
其
人
を
誰
と
知
事　
足
跡
と
ふ
㕝
也
〔
６
オ
〕

5ウ6オ
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蝦
夷
と
も
砂
上
に
同
輩
の
足
跡
あ
る
を
見
て
、
誰
々
と
名
さ
す
㕝
の
竒
な
る

よ
し
を
松
前
の
俗
い
へ
り
、
僕
夷
人
に
心
ミ
て
段
々
尋
ぬ
る
に
、
知
る
も
あ
り
、
ま
た

し
ら
さ
る
も
あ
り
、
按
る
に
東
蝦
夷
は
砂
濱
多
く
、
村
里
戸
少
し
殊
に

沓
を
は
か
す
歩
行
せ
り
、
故
に
其
村
中
の
者
は
足
の
大
小
文
理
ま
て

も
み
な
〳
〵
知
り
、
考
へ
見
れ
は
竒
と
す
る
に
足
ら
さ
る
㕝
な
ら
ん
め
り
、

　
　
　

ヱ

〔
場
面
９
〕

リ
モ
岬
圖　
鼡
を
ヱ
リ
モ
と
云
、

一
に
イ
リ
モ

辰
巳
の
方
江
出
た
る
岬
の
巌
、
鼡
の
形
を
な
せ
り
、
故
に
此
名
を
得
た
り
、

此
所
神
㚑
座
所
と
て
陸
行
船
行
と
も
に
幣
奉
る
、
僕
蝦
夷
鎮

護
の
た
め
に
大
己
貴
命
を
祭
り
、
恵
理
茂
神
社
と
崇
奉
る
、
ヒ
ロ
フ

地
名
也

の
乙
名
シ
ヤ
ル
シ
マ
か
た
り
け
る
、
一ヒ
ト

年ト
セ

春
の
頃
此
岬
に
ユ
ク 

唐
〔
マ
マ
〕名

な
り
數

千
群
り
を
な
す
事
二
三
年
、
あ
る
年
波
静
に
日
和
つ
ゝ
き
〔
６
ウ
〕

た
る
日
中
に
も
、
大
な
る
鹿
八
九
十
海
に
飛
入
け
れ
は
、
集
所
の
何
千
の

鹿
飛
入
て
、
波
瀾
を
な
し
て
南
部
の
方
へ
渡
り
行
し
よ
り
、
此
辺
𢈘〔
鹿
〕 

少
く
裘
に
と
ほ
し
く
な
り
た
る
と
か
た
り
け
る
、

サ
〔
〔場

〔
場
面

ル
〔
サ
ル
ヽ
〕よ

り
三
里
は
か
り
東

東
蝦
夷
地
難
蹊
の
中
に
滝
を
登
り
よ
ぢ
か
た
き
嶮
岨
あ
る
よ
し
聞
及
へ
り
、

サ
ル
ヽ
地
名
よ
り
東
三
里
は
か
り
に
あ
り
、
即
望
見
る
に
高
サ
一
丈
に
み
て
す
、

幅
壱
間
半
は
か
り
の
弱
岩
如
図
、
苔
滑
か
な
れ
と
も
登
る
事
安
し
、
す
へ
て

蝦
夷
を
勤
る
番
人
共
愚
鈍
な
る
者
多
き
故
に
今
迄
階
を
刻
ま
ず
、

此
岩
右
の
方
の
山
際
幅
二
三
尺
、
深
サ
一
尺
は
か
り
に
切
れ
は
、
水
は
其
所

江
落
る
、
階
を
刻
め
は
登
る
に
安
し
、
此
外
チ
コ
シ
キ
ル
、
ウ
ヱ
ン
チ
ク
シ
、
ト
モ

チ
ク
シ
の
危
径
も
新
道
を
ひ
ら
き
な
は
安
か
る
へ
し
、
僕
別
に
考
へ
を
〔
７
オ
〕
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あ
ら
わ
し
雛
形
を
製
し
置
た
り
、

　
　
　

ヲ〔
〔場

〔
場
面

ハ
シ
チ
ロ
ン
ノ
フ
図　
雪
狐
ト
云
㕝
也

白
き
狐
の
如
く
な
る
獣
な
り
、
ア
カ
ン
嶽
の
辺
に
住
め
る
よ
し
、
シ
ラ
ヌ
カ

乙
名
コ
タ
カ
と
い
ふ
者
其
皮
持
た
り
、
雪
の
中
を
走
る
に
、
色
わ
か
ち
が
た
し
、

故
に
名
付
た
り
、

　
　
　

ア〔
〔場

〔
場
面

カ
ン
嶽　
ア
カ
ン
と
ハ
輪
の
事
也
、

丸
山
と
云
事

ヒ
ン
子
シ
リ 

ヒ
ン
子
と
ハ
男
子
の
事
也
、

シ
リ
と
ハ
モ
シ
リ
の
畧
、
嶋
也

ア
カ
ン
嶽
の
麓
に
塘
有
り
、
其
側
に
夷
戸
十
八
九
あ
る
よ
し
、
海
辺
に〔
シ
ラ
ヌ
カ
〕

て
ヌ　

よ
り
凡
九
里
は
か
り
、
彼
塘
に
カ
バ
ル
チ
ヱ
フ
と
い
へ
る
魚
あ
り
、
形
鮒
の
如
く
、

秋
春
の
中
群
集
す
る
㕝
あ
り
、
夷
取
く
ら
ひ
、
又
乾
魚
に
な
し
て
、
其
年

の
糧
に
備
ふ
、
此
所
の
者
は
い
ま
た
人
を
見
さ
る
者
あ
り
と
、

　
　
　

ク〔
〔場

〔
場
面

ス
リ
酋
長
タ
シ
ヤ
ニ
シ
夷名 

チ
ヤ
シ
の
図 

チ
ヤ
シ
と
ハ

名
の
㕝
也
〔
７
ウ
〕

陣
家
の
東
北
二
十
丁
は
か
り
ク
ス
リ
河
の
南
岸
に
在
、
周
回
二
丁
余
の

砦
な
り
、
上
に
柵
な
ん
建
た
り
、
チ
ヤ
シ
其
郷
〳
〵
の
名
高
き
乙
名
共

何
れ
も
備
た
り
、　

日
本
紀
を
按
る
に
、
齋
明
天
皇
六
年
九
月
條
下
曰
大

唐
蘇
定
方
撃 

百
済
国
相
戦
陥
我
王
城
下
畧
百
済
國
中
部
久
麻

怒
利
城サ
シ　

天
智
天
皇
元
年
條
下
曰
高
麗
国
䟽
留
城サ
シ

避ヘ

城サ
シ

何
れ
も
城

を
さ
し
と
訓
た
り
、
其
訓
轉
訛
し
て
蝦
夷
人
か
く
唱
る
と
見
へ
る
、

ま
た
西
蝦
夷
地
前
市
に
江
刺
と
い
へ
る
処
あ
り
、
夷
言
ヱ
と
い
ふ
ハ
向
の

人
を
さ
し
て
い
ふ
こ
と
な
り
、
故
に
ヱ
サ
シ
と
い
へ
る
は
何
人
の
城
な
と
ゝ
い
ふ

様
な
る
地
名
な
る
へ
し〻し

、
古
へ
の
金
刺
の
宮
も
其
意
お
な
し
か
ら
ん

か
に
ハ
皇
城
の
堅
固
を
い
へ
る
名
な
る
べ
し
、
〔
８
オ
〕
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ヲ〔
〔場

〔
場
面

ブ
サ
圖　
木
煙
管
事　
其
木
、
卯
津
木
の
様
に
中
小
孔
有
り
、
枝
の

真
木
に
附
た
る
所
に
て
作
る
、
如
図

木
に
て
製
し
た
る
煙
管
に
彼
国
の
恵
あ
り
、
刻
婦
人
用
る
な
り
、
扨
女
子
あ
つ

ま
り
て
煙
屮
を
吸
に
、
先
ツ
主
の
女
す
ひ
付
て
客
の
婦
に
わ
た
せ
ハ
、
客
一
す
ひ

引
て
、
外
の
者
へ
わ
た
し
、
段
〳
〵
其
次
〳
〵
へ
お
く
る
、
主
と
客
二
人
な
れ
ハ
あ

な
た
へ
わ
た
し
、
こ
な
た
へ
と
り
す
る
さ
ま
せ
わ
し
く
見
ゆ
る
、
二
口
と
吸
ふ

こ
と
な
し
、

　
　
　

夷〔
〔場

〔
場
面

人
旅
行
し
て
黄
昏
に
及
た
る
図

此
國
の
風
俗
に
て
暮
に
及
ふ
と
い
へ
と
も
宿
を
乞
ふ
事
を
せ
す
、
夷
村
の
入
口
か

又
は
家
近
き
あ
た
り
に
坐
し
居
た
り
、
さ
す
れ
は
其
郷
の
も
の
来
り
て
、
思
ら
く
、

 　
ア
フ
ン　
　

子
バ
ア
リ
キ
ヤ　
　
　
　

答
云
ア
シ
ン
ノ　
　

ソ
リ
キ
ア
レ
ル
イ
子
ク
シ
ユ

 　
は
ゐ
れ　
　

何
所
か
ら
来
た　
　
　
　
　
　

は
し
め
て　
　
　

来
て
こ
さ
る

 　
マ
シ
ケ
ノ　
　

ア
バ
ウ
タ
レ
カ　
　

イ
シ
ヤ
ム
ル
イ
子
ク
シ
ユ　
　

タ
ノ
ク
ラ

 　
な
を
又　
　
　

一
族
も　
　
　
　
　

な
い
事
し
や
に
よ
つ
て　
　
　

今
宵
〔
８
ウ
〕

 　
ヤ
イ
タ
ノ
ア
レ
コ
ロ
カ　
　

ヱ
子
セ
ヲ
ツ
タ　
　

レ
ウ
ン
ア
ン
ク
シ
タ
バ
ン

 　
慮
外
て
有
け
れ
と　
　
　
　

其
元
の
家
へ　
　
　

宿
て
あ
ろ
ふ

 

問
子
コ
子
ヤ　
　

ヱ
コ
タ
ン
タ　
　

イ
ウ
ナ
リ　
　
　

ウ
ヱ
ヘ
ケ
リ　
　
　

イ
シ
ヤ
ン
マ
ヤ

 　

何
ん
と　
　
　

其
元
所
印　
　
　

む
つ
か
し
い　
　

云
か
ゝ
り
て
も　
　

な
い
か

其
後
は
あ
し
き
病
な
ん
と
も
な
き
か
な
と
ゝ
尋
て
と
ゝ
め
ぬ
、
此
国
の
風
俗
に
て

さ
し
て
も
な
き
㕝
を
む
つ
か
し
く
云
立
て
、
ツ
ク
ノ
ヒ
を
と
る
㕝
た
く
ミ
し

な
れ
は
、
其
は
な
し
な
と
聞
た
く
お
も
ひ
、
か
く
は
と
ふ
と
見
ゆ
、
又
風
雨
す
る

時
は
夷
日
を
と
ゝ
め
置
、
食
物
つ
き
る
時
た
か
ひ
に
食
セ
す
、
有

者
の
所
へ
乞
事
を
せ
す
、
先
よ
り
心
さ
し
て
持
来
れ
は
、
客
に

喰
し
め
、
又
ミ
つ
か
ら
も
喰
す
、
扨
宿
ル
時
い
ま
た
日
暮
さ
れ
は
、

客
も
海
河
に
い
た
り
て
魚
を
獲
来
り
て
食
糧
に
充
る
、
其
漁

事
に
か
し
こ
き
事
飼
置
る
魚
を
と
り
来
る
か
如
し
、
〔
９
オ
〕
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夏〔

〔場

〔
場
面

秋
山
野
に 

テ
ブ
シ
ヨ
シ
ケ 

群
歩
し
か
た
き
図

山
林
径
路
舟
行
北皆か群
ル
㕝
雲
霧
の
起
る
か
如
し
、
敞○
束
し
て
く
る

し
さ
い
は
ん
方
な
し
、
其
品
五
種
あ
り
、

　
　
　
子〔

〔場

〔
場
面

モ
ロ
魯
𧦴
亜
寓
宅
廃
趾
図
并
萬
奴
墓
木
碑

〔
※
東
大
本
な
ど
別
本
に
は
漢
文
三
行
挿
入
あ
り
〕

ト
〔
〔場

〔
場
面

ヱ
チ
セ
コ
ツ
チ
ヤ
カ
モ
イ
旧
宅
廃

夷
人
云
傳
ふ
、
古
へ
コ
ツ
テ〔

チ
〕ヤ

ア
〔
マ
マ
〕モ

イ
と
い
ふ
神
あ
り
て
、
軆
四
尺
は
か
り
、
手

の
な
か
き
神
に
て
、
所
々
に
住
給
ふ
、
此
神
漁
事
山
猟
を
善

せ
り
、
ト
ヱ
チ
セ
に
住
給
ひ
、
其
窓
よ
り
魚
を
給
り
け
る
、
故
に
近
つ
き

て
漁
事
を
な
ら
ハ
ん
と
す
れ
と
も
、
チ
ヤ
ウ
ア
イ
ら
を
き
ら
ひ
て
段
々

さ
ら
せ
給
ふ
、
其
婦
人
殊
に
美
色
ミ
な
〳
〵
手
に
畢
く
文
理
な
り
、

故
に
彼
神
の
状
を
う
つ
し
傳
て
、
メ
ノ
コ
シ
共
今
に
い
た
り
て
文
〔
９
ウ
〕

身
せ
り
と
古
老
の
云
傳
り
、
其
住
給
ふ
旧
趾
所
々
に
在
り
、
其
中
よ
り

シ
ユ
マ
イ
タ
キ 

陶
噐
㕝

の
破
玉
の
た
く
ひ
、
く
さ
〳
〵
の
宝
出
し
と
ノ
ツ
カ
マ
ツ
プ 

地名

シ
ヨ
ン
ゴ 

夷
名 

か
た
り
き
、

日
本
紀
神
武
天
皇
己
未
年
二
月
條
下
曰
、
上
畧 

又
高
尾

邑
有
、
土
蜘
蛛

其
為
人
也
、
身
短
而
手
足
長
与
侏
儒
相
類 

下
畧 

と
あ
り
、
往
昔
か
ゝ
る

者
住
し
也
、
何
れ
其
傳
へ
し
所
や
ら
ん
、
近
年
魯
斉
亜
人
来
り
寓
セ
し

頃
、
土
中
へ
堀
入
れ
し
家
を
造
た
り
、
彼
国
へ
畧〔
界
〕近

き
ゆ
へ
に
古
し
へ
も

渡
り
住
し
を
か
く
誤
り
傳
ふ
る
か
、
は
た
今
さ
へ
も
五
色
の
い
ろ
㕝
し
ら

さ
る
蝦
夷
の
事
な
れ
は
、
い
は
ん
や
む
か
し
文
を
な
せ
る
わ
ざ
よ
も
知
ま

し
、
そ
の
コ
ツ
チ
ヤ
神
の
婦
人
手
に
文
理
な
せ
し
を
め
つ
ら
し
く
思
ふ
も

夷
な
り
、
ま
た
コ
ツ
チ
ヤ
神
の
旧
跡
を
穿
て
は
、
黒
通
明
な
る
玉
の
彼
石
弩
、
〔
10
オ
〕
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雷
斧
の
類
ひ
渡
世
弁
し
か
た
き
石
噐
種
々
出
る
㕝
あ
り
、
シ
ヤ
モ
コ
タ
ン 

地名

ノ
チ
ク
サ 

夷名
い
へ
ら
く
、
コ
ツ
チ
ヤ
神
の
頃
は
マ
キ
リ 

小
刀
の

㕝
也

な
り
け
れ
ハ
、
此

ア
シ 

黒
玉
の
㕝
を
以
て
切
断
せ
し
と
い
へ
り
、
上
古
の
有
さ
ま
さ
も
あ
ら
ん

か
し
、

　
　
　
ク〔

〔場

〔
場
面

ナ
シ
リ
ト
マ
リ
陣
家
圖 

并
古
陶
器

ト
マ
リ
と
い
ふ
処
に
陣
家
を
置
た
り
、
松
前
侯
の
家
人
等
初
夏
よ
り

末
秋
の
頃
ま
て
勤
番
す
、
其
家
北
の
丘
に
辨
才
天
の
神
祠
有
、

山
趾
に
階
を
刻
て
登
る
、
僕
詣
ふ
る
頃
階
の
切
口
よ
り
陶
噐
の

口
見
ゆ
る
、
凡
地
の
深
五
尺
は
か
り
穿
ち
と
る
に
至
て
古
噐
千

歳
を
ふ
る
物
な
ら
ん
、
文
の
古
雅
図
を
見
給
へ
し
、
惜
ら
く
何

れ
も
素
焼
な
れ
は
全
物
な
し
、
雷
斧
、
天
根
石
数
品
獲
た
り
、
〔
10
ウ
〕

夷
の
か
た
り
け
る
ハ
河
辺
泉
あ
る
所
の
丘
崩
る
ゝ
㕝
あ
れ
は
、
玉
の

数
如
此
の
物
お
り
〳
〵
出
る
、
是
は
コ—

ツ
チ—

ヤ
カ
モ
イ
の
持
た
る
噐
に
し

あ
れ
は
、
今
チ
ヤ
ウ
カ
イ
等
か
持
あ
つ
か
ふ
㕝
は
恐
ミ
あ
り
と
、
ト
ノ

ウ
タ
ン
い
か
て
お
か
し
持
た
る
や
な
と
ゝ
訝
り
け
る
も
や
ん
こ
と
な
き
、

　
　
　
イ〔

〔場

〔
場
面

ト
カ
ラ
ア
イ
ノ 

ト゚
ウ
キ
ノ
イ
ガ

三
男
な
り

 

珍
藏
盃
䑓
図

如
図
な
る
噐
ド
ウ
キ
ツ〔
ノ
〕イ

ガ
三
男
蔵
し
た
り
、
上
は
盃
䑓
の
上
の
䑓
を
用
ひ
、

中
は
木
皿
附
、
下
は
所
謂
鎌
倉
彫
な
り
、
即
ト
ヱ
チ
セ
コ—

ツ
チ—

ヤ
神
の

異
物
と
な
ん
、

　
　
　

ク〔
〔場

〔
場
面

ナ
シ
リ
名
起

本
名
ク
ナ
モ
シ
リ 

モ
シ
リ
と
ハ

嶋
の
夷
名

松
前
府
を
去
ル
㕝
東
北
二
百
五
十
里
に
在
、
此
を
〔
11
オ
〕
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ク
ナ
シ
リ
と
い
へ
る
ハ
い
か
な
る
ア
イ
ノ
言
な
ら
ん
と
、
ト
マ
リ 

地名
乙
名
チ
シ
ボ
タ
ニ

問
、
乙
名
云
、
フ
シ
コ
ニ 

往
㕝
ノ

事
也

神
坐
し
き
あ
る
時
、
チ
ヤ
ウ
カ
イ
等
如
き
の
者
、
キ
ナ

を
製
し
積
置
た
る
を
、
神
ぬ
す
ミ
て
去
り
給
ふ
、
し
か
れ
と
も
其
キ
ナ
隠
し
置
く

所
な
く
、
ま
と
ひ
あ
る
き
、
東
海
辺
に
持
行
、
ホ
ン
モ
シ
リ 

小
嶋
と

云
事

の
蔭
に
隠
し

給
ひ
し
と
か
や
、
其
キ
ナ
後
に
シ
ユ
マ 

石
名
と

い
ふ
事
に
化
し
て
、
今
尚
存
せ
り
、
其
よ
り
キ
ナ

モ
シ
リ
と
い
へ
る
よ
し
、
又
其
神
ハ
判
官
カ
モ
イ
な
り
と
も
云
、
一
日
此
嶋
の
中

よ
り
グ
ウ 

弓
の
夷
名
に
製
す
る
木
を
判
官
神
は
し
め
て
取
ら
セ
給
ひ
た
る

故
、
ク
ウ
チ
モ
シ
リ
の
名
起
り
た
り
と
も
云
傳
ふ
、
此
モ
シ
リ
の
惣
名
と
な
り

た
る
も
、
い
か
ゝ
の
謂
に
や
、
イ
カ
ム
シ
カ
ン 

不
知
と

云
事

と
そ
か
た
り
け
る
、

　
　
　

ア〔
〔場

〔
場
面

ヨ
ツ
ペ
シ
ユ
マ
図　
一
、
ハ
ユ
ツ
ペ
と
も
い
へ
り
、
鐙
の
夷
名
な
り
、

ク
ナ
シ
リ
西
海
濱
在
ト
シ
ヨ
ロ

ト
マ
リ 

地名
よ
り
西
凡
二
十
里
は
か
り
に
如
図
な
る
一
竒
巌
、
夷
人
と
も

の
蔵
す
る
ア
ヨ
ツ
ペ
に
稍
似
た
り
、
傍
の
海
岸
に
兜
の
状
の
岩
、
大
サ
五
尺
〔
11
ウ
〕

は
か
り
な
る
立
た
り
、
云
傳
ふ
、
判
官
神
脱
置
給
ひ
け
る
甲
冑
化
し

て
巖
と
な
る
よ
し
、
其
脇
の
渓
間
に
長
サ
弐
三
尺
、
五
六
尺
は
か
り
成

柱
石
を
井
桁
の
如
く
組
上
、
所
〳
〵
に
積
置
た
り
、
是
は
カ
モ
イ
熊
、
鷲

を
飼
ひ
給
ひ
し
籠
と
い
へ
り
、
此
辺
の
岩
質
す
べ
て
方
解
、
或
は
五
稜
、

六
稜
に
破
れ
て
、
長
サ
五
六
尺
、
太
サ
五
六
寸
め
く
り
に
な
れ
り
、
い
か
な
る

項コ
ロ

に
か
か
く
組
上
造
作
な
せ
し
や
、
太
古
の
人
ハ
考
へ
あ
た
わ
す
、
竒
景

画
図
に
つ
く
し
か
た
し
、

　
　
　

チ〔
〔場

〔
場
面

ヤ
〵
ノ
ホ
リ
図　
祖
父
嶽

ク
ナ
シ
リ
ト
マ
リ
よ
り
北
六
十
里
は
か
り
に
在
る
大
嶽
な
り
、
一
名
ノ
ボ
リ

ハ
ツ
ケ 
ノ
ボ
リ
と
ハ
山
の
夷
名
、
ハ
ツ
ケ
と
ハ
頭
ノ
㕝
也
、
此
嶋
中
の
首
山
と
い
ふ
㕝
也
、
ハ
ツ
ケ
と
云

㕝
ハ
南
部
領
辺
ニ
而
も
云
、
其
語
頭
に
立
、
又
初
ニ
云
者
を
云
、
按
す
る
に
髪
の
毛
か

と
も
〔
12
オ
〕
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い
へ
り
、
状
吾
邦
の
冨
嶽
の
如
し
、
頂
に
湖
水
あ
り
、
其
中
よ
り
亦
一
峯
突

然
ニ
出
た
り
、
全
躰
華
蓋
を
半
ひ
ら
く
か
こ
と
く
、
周
回
数
十
里
、
水
は

北
の
方
へ
落
て
河
と
な
る
、
神
仙
坐
所
と
て
蝦
夷
等
崇
尊
せ
り
、
僕
東

戸
神
を
鎮
祭
る
、
且
萬
邦
界
ち
か
き
所
な
れ
ハ
鎮
護
を
祈
る
の
ミ
、

本
邦
異
域
い
ま
た
聞
さ
る
、
竒
峯
愛
す
へ
し
、

　
　
　

チ〔
〔場

〔
場
面

ユ
プ
ラ
イ　
日
月
蝕〔
〓
〕ノ

㕝
也

日
月
蝕
か
け
は
し
む
る
を
見
渡
セ
は
、
夷
人
共
ね
ン
〳
〵
に
音〔
マ
マ
〕何

に

噐
を
な
ら
し
、
板
か
鍋
の
た
く
ひ
、
ま
た
運
上
家
ち
か
き
所
な
れ
ハ
、

板
く
ら
に
来
り
、
う
ち
た
ゝ
き
て
イ
ラ
イ
ト
バ
ホ
ー
イ

〔
マ
マ
〕

ノ
ヽ
と
男
女
老
若

声
を
上
て
さ
け
ぶ
、
い
か
で
か
く
振
舞
や
と
尋
ぬ
れ
ハ
、
チ
ユ
プ
カ
モ

イ 

日神
病
し
死
に
い
た
り
給
ふ
を
訪
ひ
た
す
け
奉
ら
ん
と
て
、
か
く
〔
12
ウ
〕

ハ
な
し
ぬ
と
か
た
る
、
イ
ラ
イ
ト
バ
と
は
今
死
な
と
ゝ
云
や
う
な
る
言

な
ん
め
り
、

　
　
　

ヱ〔
〔場

〔
場
面

ト
ロ
ッ
プ
嶋
の
㕝　
ク
ナ
シ
リ
北
西
六
里
半
ハ
カ
リ
ニ
在

此
島
の
名
い
か
ゝ
し
て
か
く
い
へ
る
や
、
所
謂
あ
ら
ん
と
セ
ー
ノ
ツ
乙
名

イ
ク
ニ
シ
ノ
、
其
外
サ
ケ
ロ
イ
ト
ミ
な
ん
と
ゝ
い
へ
る
酋
長
ニ
尋
ぬ
、
乙
名
い
へ
ら

く
、
古
へ
判
官
カ
モ
イ
此
に
渡
り
給
ひ
、
周
回
し
て
か
へ
り
給
ふ
時
、
モ
シ
リ
ノ

ア
イ
ノ
み
な
〳
〵
送
り
奉
り
出
た
る
か
、
別
を
を
し
ミ
な
げ
き
か
な
し

む
、
其
時
清
涕
出
し
た
る
夷
多
か
り
し
か
ハ
、
判
官
ヱ
ト
ロ
と
の

給
ひ
し
よ
り
此
嶋
の
名
と
な
れ
り
と
も
語
り
け
る
、
ヱ
ト
ロ
と
ハ
鼻
水
の
㕝
を
い
ふ
、

フ
ノ
訓
解
し
か
た
し

　
　
　

ヱ〔
〔場

〔
場
面

ト
ロ
ッ
プ
夷
人
煙
艸
絶
た
る
時
木
の
煙
管
を
交
易
す
る
㕝
〔
13
オ
〕
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嶋
周
回
凡
五
百
里
は
か
り
、
蝦
夷
地
ヲ
去
㕝
百
里
は
か
り
、
夫
故
至
て
不
自

由
な
り
、
ア
ツ
ケ
シ
、
キ
イ
タ
ツ
プ
、
ク
ナ
シ
リ
の
乙
名
共
舟
数
艘
を
う
な
か
し
、
毎
年

三
月
下
旬
頃
よ
り
発
し
、
氷
海
の
と
け
る
を
待
て
渡
海
せ
り
、
米
、
糀
、
煙
屮
、

煙
管
、
マ
キ
リ
、
糸
、
針
、
清
酒
、
木
綿
、
紺
、
白
、

赤

古
綿
入
衣
、
タ
シ
ロ
、
鉈
ノ
㕝

く
さ
〳
〵

の
品
類
積
入
て
渡
り
、
所
々
め
く
り
交
易
す
、
ラ
ツ
コ
皮
、
鷲
の
羽
、
上品 

ヱ
ブ
リ

コ
、 

一
カ
ル
シ 

魚
油
、
テ
ン
キ
、
其
外
色
々
の
物
を
か
へ
て
来
る
な
り
、
此
嶋
の
夷
格

別
煙
屮
を
好
ミ
て
、
日
々
費
る
㕝
な
れ
ハ
、
今
年
冬
中
よ
り
来
四

月
頃
ま
て
に
ハ
殊
の
外
と
ぼ
し
く
な
れ
り
、
後
に
更
に
な
し
、
故
に
年

来
用
ゆ
る
所
の
ヲ
ブ
サ 

木
煙
管

の
㕝
な
り
の
脂
、
甚
タ
染
入
た
る
を
四
五
本
蔵
す
る

者
な
ん
と
あ
れ
ハ
、
い
ろ
〳
〵
と
乞
求
む
る
に
、
價
甚
貴
し
、
其
煙
管
を
う
ち

ひ
し
き
粉
に
な
し
、
木
の
葉
に
き
さ
み
入
て
吸
㕝
な
り
、
物
の
乏
し
き
〔
13
ウ
〕

㕝
是
に
て
察
す
へ
し
、
ア
ツ
ケ
シ
辺
の
夷
人
共
、
上
品
の
鷲
の
羽
、
魚
油
、
ラ
ツ

コ
の
皮
、
い
つ
れ
も
價
安
く
と
り
来
る
と
見
ゆ
、

　
　
　

ニ〔
〔場

〔
場
面

ヨ
ヱ
ン 

一
云
ケ
ウ
ヱ
ウ
ム
シ
ウ

ア
ツ
ケ
シ
、
キ
イ
タ
ッ
プ
、
ク
ナ
シ
リ
夷
、
松
前
侯
よ
り
命
せ
ら
れ
て
、
献
上
の
鷲
羽
及

ラ
ツ
コ
皮
を
取
、
又
者
交
易
の
た
め
に
ヱ
ト
ロ
ッ
プ
嶋
、
ウ〔
マ
マ
〕ル

ツ
フ
嶋
へ 

ラ
ツ
コ
嶋

ノ
㕝
也

初
夏
の
頃
渡
海
し
、
漸
く
秋
八
月
に
至
り
て
か
へ
り
来
る
時
、
其
舟
沖
の

方
遥
に
見
ゆ
れ
ハ
、
其
所
の
男
女
老
若
、
酋
長
を
は
し
め
、
其
格
の
者
共

太
刀
と
り
、
帯
、
ヱ
モ
シ 

短刀
脇
狹
ミ
、
剱
な
き
者
ハ
弓
、
棒
、
鎗
抜
は
な
ち
、
渚
に

出
る
、
メ
ノ
コ
シ
後
に
群
居
せ
り
、
段
々
舟
ち
か
つ
く
に
随
ひ
、
女
は
ベ
ウ
タ
キ 

時
声
の
事

を
上
る
、
声
ホ
ー
イ

〔
マ
マ
〕

〳
〵
と
呼
り
、
幽
に
あ
は
れ
に
聞
ゆ
、
乙
名
、
脇
乙
名
、

ウ
タ
レ 

家
僕
の

㕝
也

と
も
太
刀
ひ
ら
め
か
し
、
舟
を
目
か
け
ホ
ツ 

 
 

 

と
躍
上
り
、
〔
14
オ
〕
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渚
二
三
丁
か
中
を
練
り
め
く
る
㕝
数
度
、
メ
ノ
コ
シ
共
打
群
て
、
時
の
声
を

上
る
、
舟
の
中
よ
り
天
を
見
れ
ハ
、
帰
舟
夷
と
も
鎗
の
さ
や
は
つ
し
、
太
刀
を
抜

か
さ
し
、
女
ハ
ヘ
ウ
タ
キ
、
男
ハ
ホ
ツ 

 
 

と
云
て
、
勢
ひ
か
ゝ
り
て
舟
を
漕
、
舟
ば
た

打
た
ゝ
き
、
楫
取
ま
て
片
手
ニ
ハ
抜
刃
、
片
手
に
楫
柄
を
持
、
振
舞
さ
ま

か
き
り
な
く
め
て
た
く
そ
見
ゆ
る
、
凡
海
原
二
丁
は
か
り
の
所
に
舟
進

た
る
時
、
漕
め
く
ら
す
る
㕝
三
度
、
陸
に
も
め
く
り
行
道
す
る
㕝
如
舟
、

も
は
や
此
頃
は
渚
の
メ
ノ
コ
シ
共
二
三
尺
は
か
り
躍
り
上
り
、
飛
上
り
胸

う
ち
た
ゝ
き
、
ベ
ウ
タ
キ
急
に
い
た
る
、
皆
身
躰
を
わ
す
れ
、
ふ
し
ま
ろ
ふ

も
の
も
有
り
、
舟
岸
に
着
に
た
ゝ
か
ひ
、
砂
上
に
群
居
、
壱
丁
斗
り
も
引

退
き
、
而
し
て
又
躍
り
む
か
う
、
其
中
に
舟
宿
と
も
各
ヱ
モ
シ
、
短刀  

タ
ン
子
ツ
プ
、
太刀

弓
、
鎗
、
追
取
〳
〵
、
舟
漸
く
つ
な
き
掛
て
、
待
受
し
者
共
江
発
行
す
、

メ
ノ
コ
シ
と
も
ま
す
〳
〵
ベ
ウ
タ
キ
序
破
急
打
交
り
、
双
方
其
間
三
尺
〔
14
ウ
〕

は
か
り
に
仕
、
寄
れ
ハ
棒
か
ひ
打
合
す
、
音
と
う
〳
〵
刀
才
を
合
す
、
音

如
練
鉄
の
音
一
度
に
時
の
声
を
発
し
、
左
右
江
さ
つ
と
別
れ
り
、
其
間

メ
ウ
タ
レ
共
手
廻
し
て
笘
を
砂
辺
に
敷
な
ら
へ
置
、
先
惣
乙
名
中
央

に
坐
し
、
寛
然
と
し
て
掌
を
す
り
合
セ
〳
〵
、
其
外
の
も
の
共
席
に
應
し

て
坐
す
、
然
に
在
村
の
乙
名
、
惣
乙
名
か
側
に
い
た
り
、
掌
を
摺
、
次
向
合

ひ
、
先
の
合
掌
の
手
を
自
か
合
掌
の
手
の
中
に
は
さ
み
、
互
に
落
涙
し
、

謹
敬
の
形
状
、
礼
恭
し
き
㕝
月
卿
雲
客
の
大
礼
を
行
ふ
様
躰
也
、

何
も
夫
〳
〵
に
礼
を
盡
し
、
終
れ
ハ
次
に
其
者
の
母
、
妻
、
妾
の
類
す
べ

て
親
族
の
女
子
寄
つ
ど
ひ
て
、
名
々
側
に
い
た
り
、
左
右
の
手
を
持
、

肩
の
脇
へ
顔
を
当
合
、
落
涙
し
て
や
ゝ
し
ば
ら
く
つ
ゝ
言
語
も
い
た

さ
ず
居
れ
り
、
ミ
な
〳
〵
左
の
如
く
し
夫
よ
り
帰
り
た
る
、
ウ
タ
レ
共
の
方
に
い
た
り
顔
を

〔
15
オ
〕
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図
の
こ
と
く
に
持
、
自
の
額
を
あ
つ
れ
は
家
僕
と
も
ハ
如
式
礼
を
行
ふ
、
し
か
れ

と
も
一
坐
言
語
を
い
た
さ
ず
、
只
笘
の
上
に
并
居
た
り
、
次
に
ウ
タ
レ
と
も

ヱ
ト
ロ
ッ
プ
よ
り
獲
来
る
品
類
を
笘
の
上
に
な
ら
べ
置
、
次
に
通
詞
出
て
、

其
側
に
坐
す
、
次
に
足
軽
出
命
す
、
番
人
共
皮
、
鷲
羽
改
め
て
、
記
録
し

退
、
夫
ヨ
リ
乙
名
、
惣
乙
名
に
向
ひ
、
所
安
全
を
祝
言
し
、
互
の
無
㕝
を
か

た
り
、
礼
盡
キ
さ
る
中
は
、
大
風
雨
と
い
へ
と
も
其
所
を
退
す
、
其
後
惣
乙
名

濁
酒
を
ミ
な
〳
〵
の
者
江
呑
セ
、
酒
宴
た
け
な
わ
に
及
へ
ハ
、
く
さ
〳
〵
の

躍
り
を
な
し
、
ユ
ウ
カ
リ 

喉
の
㕝
也
、

ヨ
ウ
カ
イ

云 

を
う
た
ひ
舞
遊
ひ
ぬ
、

　
　
　

夷〔
〔場

〔
場
面

人
巴
紋
を
愛
㕝

イ
コ
リ
カ
ヤ
ニ 

ク
ナ
シ
リ
惣
乙
名
ト
ウ
キ
ノ
イ
か
八
男
、

今
惣
乙
名
な
り

に
問
て
云
、
爾
等
巴
の
紋
附
た
る

噐
を
好
め
り
、
い
か
な
る
謂
に
や
、
答
云
、
タ
ン
シ
リ
キ 

此
紋
と

い
ふ
こ
と 

は
カ
モ
イ
よ
り

ア
イ
ノ
へ
給
り
し
と
云
傳
ふ
、
故
に
テ〔
チ
〕ヤ

ウ
カ
イ
等
貴
ミ
用
ひ
来
り
、
〔
15
ウ
〕

此
紋
付
た
る
噐
を
帯
す
れ
ハ
、
も
ろ
〳
〵
の
災
を
ま
ぬ
か
れ
侍
る
と
も
云
へ
り
、

其
後
口
蝦
夷
地
ア
ブ
タ 

地名
惣
乙
名
イ
コ
ロ
ヌ
ン
ゲ 

乙
名
サ
カ
ナ
ク
、

男
な
り

に
尋
し

時
の
答
も
大
概
相
似
た
り
、
只
神
の
紋
と
の
ミ
云
り
、
按
る
に
、
古
し
へ
本

邦
も
好
ミ
て
用
ひ
た
る
と
見
ゆ
、
古
宮
の
祭
噐
に
ハ
今
に
い
た
り
て
附

侍
る
な
り
、

　
　
　

ニ〔
〔場

〔
場
面

コ
ニ
ク
ル　
又
シ
ユ
ヱ
リ
ル

病
人
之
㕝
を
か
く
云
り
、
着
服
の
肩
に
ヌ
シ
ヤ 

柳
の
木
を
削
り
か
け
に
し
て

幣
帛
の
交
り

に
テ

コ
を
縫
付
、
ま
た
頭
に
付
た
る
も
あ
り
、
卧
た
る
所
如
図
、
薬
と
い
へ
る
も
の
一

切
な
し
、
近
年
シ
ヤ
ミ
よ
り
得
て
飲
者
も
有
り
、
炙
も
左
の
如
し
、
あ
ま
り

不
好
、
大
な
る
ヱ
フ
プ
に
数
年
タ
ミ
ヤ
を
結
付
、
神
㚑
に
祭
り
置
器
あ
り
、
其
を

枕
の
側
に
建
ハ
、
家
に
蔵
す
る
所
の
あ
り
と
有
宝
を
取
出
し
、
神
に
贖
ひ
病
〔
16
オ
〕

〔
天
註
４
〕

　

イ
コ
リ
と
ハ
宝
、

　

カ
ヤ
と
ハ
帆
、

　

ニ
と
ハ
木
、

　

訳
す
れ
ハ
宝
帆

　

柱
と
云
名
也
、 天

註
４

天
註
５

〔
天
註
５
〕

　

イ
コ
ロ
も
宝
ナ
リ
、

　

ヌ
ン
ゲ
撰
と
云
事

　

也
、
訳
文
宝
撰
と

　

云
名
な
り
、
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を
祈
る
、
又
大
病
な
れ
ハ
ト
シ
ウ 

巫
祝
部
の

類
な
り

夷
を
招
き
、
イ
ノ
ン
ノ
イ
タ
ク 

祈
語
の
㕝

な
る
よ
し
を
上
さ
し
め
、
其
上
ノ
ヤ 

芝
の
名

を
採
、
彼
ト
シ
ウ
病
人
の
頭
を
巻
セ
、
手

に
五
七
本
持
、
咒
文
を
唱
て
全
軆
を
な
て
お
ろ
し
、
扨
神
㚑
魂
鬼
の

祟
り
人
の
う
ら
み
有
よ
し
を
卜
し
て
贖
物
を
出
し
祈
祷
す
、
病

も
大
概
本
邦
に
あ
る
形
に
お
な
し
、
其
中
に
も
痘
瘡
、
痩
病
は
口

蝦
夷
地
に
近
年
い
た
り
、
其
氣
に
當
る
者
ミ
な
〳
〵
斃
る
、

　
　
　

ウ〔
〔場

〔
場
面

リ
ヽ

是
は
親
子
兄
弟
家
族
の
者
旅
行
し
、
又
遠
境
に
あ
り
て
た

ま
〳
〵
逢
し
時
な
す
㕝
也
、
年
倍
の
者
若
者
に
對
し
頭
よ
り
両

手
に
て
静
に
な
て
お
ろ
す
、
其
中
撫
る
ゝ
も
の
は
掌
を
摺
合
て
居

け
り
、
た
ん
〳
〵
な
て
手
先
に
い
た
り
、
自
か
合
掌
の
中
に
は
さ
み
、
し
ば
ら
〔
16
ウ
〕

な〻く

か
中
落
儀
、
し
ば
ら
く
し
て
两
後
礼
を
行
ひ
、
互
に
安
全
を
祝

し
、
其
異
変
の
有
無
を
尋
ぬ
、

　
　
　

ヲ〔
〔場

〔
場
面

チ
ユ
ヱ　
葬
祭

蝦
夷
地
東
西
嶋
々
少
々
ツ
ヽ
異
り
、
其
中
カ
ラ
フ
ト
嶋
は
大
に
替
り
、
別
ニ
考

有
り

 

然

と
も
其
式
大
抵
極
り
あ
り
、
先
病
人
死
に
い
た
ら
ん
と
す
る
時
親
族
集
り
、

全
體
支
肢
を
延
さ
し
め
、
撫
お
ろ
し
〳
〵
す
、
数
度
い
よ
〳
〵
命
終
れ
ハ

枕
に
し
た
る
チ
タ
ル
ベ 

巾
二
尺
は
か
り
、
長
二
間
斗
の
笘
を
兼
て
製
し
、
生
涯

枕
と
セ
り
、
尤
葬
具
を
入
、
其
心
当
に
て
貯
置
け
り

を
ひ
ら
き
、

其
中
よ
り
ラ
イ
チ
メ
ツ
ウ 

死
骸
に
着
さ
し
む
る
衣
也
、
帛
綿
、
又
ハ
ア
ツ
シ
を
以
て
製
し
、
彼
等
か
用
ゆ
る
縫
模
様
を

付
て
、
妻
合
し
頃
よ
り
メ
ノ
コ
仕
立
、
チ
タ
ル
ヘ
の
中
に
納
め
、
帯
紉
、
脚
絆
、
軆
造
、
結
緒
も
貯
た
り

を
取
出
し
着
さ
し
む
、
其
備
へ
い
ま
た
出
来
さ
る
者
は
新
し
き
ア
ツ
シ
を
着
セ
葬
す
、

貴
賤
と
も
に
家
に
蔵
す
る
宝
の
中
第
一
品
の
噐
、
タ
ン
子
ツ
プ
、
ア
モ

シ
の
類
な
り

同
服
、
地
白
赤
の
類
に
て

縫
模
様
能
品
也

弓
、
ヱ
ケ
ツ
プ 

ヌ
シ
ヤ
五
本
、
一
名
イ
ナ
オ
と
も
い
へ
り
、
常
に
製
し
神
江
奉
ル
と
ハ
違
ひ
、
頭

文
彫
替
之
よ
し
、
厚
き
親
族
と
も
よ
り
送
り
入
る

 

魚
肉
、
米
飯
、

〔
17
オ
〕
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酒
、
其
時
〳
〵
の
珍
味
を
供
し
、
次
に
死
骸
を
チ
タ
ル
ベ
に
て
く
る
〳
〵
と
巻
、
又
其

上
を
笘
に
て
包
み
、
上
葬
ハ
舟
底 

丸
木
を
彫

て
作
た
り
を
は
な
し
、
其
中
江
入
ル
、
上
よ
り
蓋
を
な
し
、

所
〳
〵
を
結
て
提
る
様
に
縄
を
附
、
扨
棺
を
出
す
に
、
家
の
か
た
わ
ら
を
破
り
出
す
、
葬

行
至
て
家
婦
共
ハ
ア
ツ
シ
を
か
ふ
り
、
杖
を
つ
き
、
其
外
親
族
近
隣
の
者
う
つ
む
き
入
、

悼
歎
の
歩
行
あ
わ
れ
な
り
、
墓
丘
を
ゑ
ら
ミ
、
棺
を
置
、
大
サ
を
く
ら
へ
、
穴
を
ほ
り
、
初
ゟ
穴
を

堀
置
事

な
し

 

埋
、
所
ニ
よ
り
て
後
向
に
な
り
、

脵
よ
り
土
を
か
け
埋
も
有

 

墓
に
鉾
を
立
る
、
鉾
な
き
者
は
木
に
て
作
り
建
、
又
ハ
如
図

な
る
木
を
立
、
大
木
の
下
に
埋
も
有
り
、
其
時
は
五
尺
程
上
な
る
木
を
切
か
け
、
如
図
成
も

有
、
帰
り
に
ハ
み
な
〳
〵
帯
を
と
き
て
、
肩
に
か
け
、
道
を
か
へ
て
戻
る
、
親
族
と
も
家

に
入
、
家
財
を
早
々
取
出
し
、
か
し
こ
に
置
、
家
に
火
を
か
け
焼
、
此
時
の
火
は
あ
ら
た
に

打
て
焼
る
と
い
ふ

家
婦
族
の
者
と
も
い
つ
れ
に
住
べ
く
の
當
し
も
な
く
焼
な
り
、
故
に
小
家
な
ん
と

作
り
、
ま
た
ハ
蔵
の
下
に
し
ば
ら
く
住
居
す
、
家
婦
は
髪
を
き
ら
ず
、
如
図
な
る
帽
子
を

か
ふ
り
、
物
忘
甚
し
く
、
其
歎
い
わ
ん
方
な
し
、
三
年
の
喪
を
つ
と
む
、
乾
魚
を
喰
ひ
、

生
魚
を
食
セ
す
、
㚑
供
と
い
ふ
㕝
な
く
、
只
食
㕝
の
度
々
魚
肉
、
酒
と
も
に
敬
進
す
る
〔
17
ウ
〕

の
ミ
、
墓
参
す
る
㕝
な
し
、
家
婦
死
た
る
時
、
式
男
子
の
如
し
、
此
時
は
家
を
焼
ず
、

イ
ス
ン
ベ 

囲
炉
裏

の
事
也
を
破
り
捨
、
あ
ら
た
に
作
る
、
所
に
よ
り
て
柱
を
切

り
、
家
を
た
お
す

 

墓
印
ハ
如
図
な
る
木

を
立
、
女
子
の
常
に
持
あ
つ
か
ふ
噐 

シ
ト
キ
、
乱
筥
、
カ
モ
ヽ
、
鍋
、

タ
シ
ロ
、
針
、
ア
ツ
ト
シ
カ
ル
ベ
種
々
墓
江
送
り
遣
し
ぬ
、

子
、
兄
弟
死
た
る
時
も
家
を
焼
事
な
し
、
只
主
人
に
か
き
れ
り
、
年
経
て
家
作
す

る
者
古
や
し
き

焼
た
る
跡
江
建
る

事
を
い
め
り

 

僕
キ
イ
タ
ッ
プ
惣
乙
名
シ
ヨ
ン
ゴ 

此
夷
七
拾
は
か
り
、
殊
発
聴
、
古
へ
の
傳
来
細

か
に
知
り
、
夷
に
稀
な
る
好
㕝
者
、
富
家
な
り

に
問
、
ア
イ
ノ
共
主
の
死
た
る
後
、
い
か
で
家
を
焼
、
失
ふ
㕝
そ
や
、
死
た
る
家
を
嫌
ふ

の
謂
な
ら
ん
か
、
答
云
、
其
家
は
死
た
る
主
の
噐
な
り
、
即
焼
て
㚑
神
に
呈
す
、

其
外
舟
財
宝
に
至
る
迄
往
古
は
不
残
手
向
侍
る
よ
し
、
今
ハ
世
く
た
り
、

さ
は
せ
さ
り
き
と
て
か
た
り
け
る
、

　
　
　

熊〔
〔場

〔
場
面

送
祭　
　

ホ
ク
ユ
ク 

熊
ノ
方
名　
　

ベ
ウ
リ
プ 

熊
の
子
の

方
名

十
月
の
中
に
行
う
、
春
山
に
入
、
熊
の
子
を
獲
来
れ
ハ
、
家
婦
愛
し
〔
18
オ
〕
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飼
、
己
か
椀
中
の
物
を
食
さ
し
め
、
あ
る
ハ
乳
味
を
あ
た
へ
育
る
、
熊
の
生

質
に
よ
り
て
強
弱
あ
り
、
強
き
は
籠
を
製
し
入
置
、
図
三
国
通
覧

に
あ
り

 

弱
き
は

メ
ノ
コ
懐
の
中
に
て
育
つ
、
扨
熊
送
り
ハ
夷
郷
の
大
祭
に
し
て
、
各
其

月
に
い
た
れ
ハ
、
心
か
け
て
糀
、
米
を
貯
へ
、
酒
を
造
ル
、
其
日
平
旦
に

食
㕝
を
製
し
、
熊
に
飽
ま
て
喰
セ
け
り
、
日
は
神
を
送
り
申
候
間
能
〳
〵
喰

セ
給
ひ
な
ん
と
云
、
夫
よ
り
夷
集
り
、
家
の
傍
ラ
場
所
廣
き
所
を
撰
ミ
、
ケ

ナ
オ
を
多
く
作
り
、
ヌ
シ
ヤ
サ
ン
カ
タ 

削
り
板
を
多
く
作
り
、
垣
を
結
、
棚
を

作
る
を
サ
ン
カ
タ
と
い
へ
り

を
儲
け
、
前
に

ア
ヤ
キ
ナ 

文
理
黒
赤
を
入
あ
ミ

た
る
笘
の
㕝
な
り

を
敷
な
ら
べ
、
其
サ
ン
カ
タ
に
家
々
に
傳
ふ
宝

噐 

金
銀
赤
銅

鎗
、
太
刀
、
鍔 

を
か
け
、
粧
嚴
美
し
、
夫
よ
り
熊
を
篭
よ
り
出
す
は
メ
ノ

コ
の
わ
さ
に
し
て
、
夷
と
も
打
寄
、
首
に
縄
を
三
筋
付
、
壱
人
上
に
乗
り

か
ゝ
り
、
两
耳
を
取
、
穴
を
あ
け
、
柳
の
木
の
削
り
か
け
を
捻
て
耳
金

を
模
し
て
入
れ
、
ア
ツ
シ
の
か
け
に
縫
し
た
る
を
着
さ
し
め
、
是
よ
り
〔
18
ウ
〕

熊
の
心
侭
に
遊
し
、
三
筋
の
綱
を
あ
な
た
こ
な
た
へ
引
張
れ
は
、
躍
り
上
り

く
る
ひ
あ
か
り
、
首
打
ふ
り
ま
わ
せ
は 

耳
に
穴
を
あ
け
ら
れ

痛
故
に
ふ
り
ま
わ
す
カ
モ
イ
今
日
ハ
送
ら

れ
給
ふ
ニ
ン
カ
リ 

耳
金
の

㕝
也

を
入
、
チ
メ
ツ
ウ 

衣名
を
着
し
、
祝
ひ
行
ひ
ぬ
な
と
ゝ
云
り
、

次
其
郷
の
運
上
屋
支
配
人
、
通
詞
、
番
人
を
招
請
す
、
清
酒
樽
を

面
々
持
行 

其
外
他
席

親
類
深
友
を
招
き
、
マ
ヲ
ブ
ト 

人
に
酒
食
を
以
饗
す
る
㕝
を
か
く

い
へ
り
、
賓
客
と
い
ふ
古
言
な
る
へ
し 

な
ま
り
、
扨
男
子

た
る
者
嬰
児
に
い
た
る
迄
、
弓
矢 

備
に
製
し
た
る
噐
也
、

人
毎
に
一
張
ツ
ヽ

を
持
セ
引
歩
、
行
中
熊
ニ

射
か
け
〳
〵
す
、
初
ハ
熊
を
飼
し
家
の
惣
領
の
子 

夷
と
も
の
風
俗
に
て
末
子
を
建
て

家
を
納
メ
さ
せ
け
る
故
に
、
家
を
納
め
る

子
よ
り
射

る
な
り

射
、
夫
よ
り
乱
ニ
矢
を
は
な
つ
、
段
々
引
廻
し
〳
〵
、
時
う
つ
れ
ハ
熊
も

殊
の
外
労
れ
け
る
頃
、
兼
て
長
サ
八
尺
斗
り
な
る
棒 

太
サ
八

九
寸 

三
本
造
り
置
、
其

上
江
向
首
を
引
捕
、
上
よ
り
又
一
本
乗
せ
、
首
を
挾
ミ
、
今
一
本
は
背
中
の
あ

た
り
を
押
へ
、
群
集
し
て
押
殺
す
、
此
時
ニ
よ
り
て
栗
槌
の
実
を
群
る
人
に

メ
ノ
コ
蒔
か
け
〳
〵
す
る
も
あ
り

 

彼
育
〔
19
オ
〕
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た
る
メ
ノ
コ
は
大
き
に
歎
き
か
な
し
み
、
臥
ま
ろ
ひ
悼
㕝
い
わ
ん
方
な
し
、

息
絶
れ
ハ
粧
り
置
た
る
ヌ
シ
ヤ
サ
ン
カ
タ
の
前
な
る
才〔
キ
ナ
〕ナ

の
上
に
坐
さ
し
め
、

左
右
に
イ
ナ
オ
笹
の
束
た
る
を
如
図
ニ
立
、
ト゚
ウ
キ
、
イ
ク
ハ
シ

を
添

 

イ
ト゚
ニ
プ
、
粢
、

イ
タ
ン
キ
に

盛
ル

 

魚
、
木
實
、
介〔
貝
〕、

其
外
山
海
の
珍
味
を
供
し
、
飼
置
し
主
夷
熊

に
む
か
ひ
て
い
へ
ら
く
、

〔
マ
マ
〕

自チ
コ
ル
ツ
モ
イ

取
神　

今タ
子
ハ
フ
ク
ノ
カ
モ
イ
ニ
ア
ン
コ
ロ
カ

迠
神
に
し
有
た
わ
れ
と　

今タ
ン
ト
ア
ナ
キ
ニ
ヱ

日
其
元　

送ヲ
マ
ン
デ
ア
ン
ヽ

り
遣
ス　

程ル
イ
タ
バ
ン

に　

まシ
ユ
カ
ン
ナ

た　

神カ
モ
イ
ニ
ア
ヌ
ハ

に
成
て　

來ヲ
ヤ
バ年　

我ラ
コ
ル取

てフ
ン
コ
ル
ク
シ
ユ

あ
ろ
ふ
程
に

—

只タ
子
ア
ブ
キ
ニ

今　
　

其ヱ
ヲ
ツ
タ

元
に　

さサ
ラ
ン
ハ

ら
ば
の　

いク
キ
ナ
ン

と
ま
こ
い
すコ
ン
ナ
ノ

る
そ

か
く
云
き
か
せ
、
又
神
の
號
太
刀
を
帯
、
耳
金
を
入
て
い
さ
ま
し
く
出
立
給
ふ

な
と
ゝ
お
も
ひ
〳
〵
に
祝
言
し
、
次
に
カ
モ
イ
の
ミ
を
ぞ
は
し
め
け
る
、

如
例
上
客
よ
り
段
々
に
進
め
大
宴
に
及
ふ
、
た
け
な
わ
に
な
る
に
随
ひ

ヨ
ウ
カ
リ
躍
り
さ
ま
〳
〵
に
そ
振
舞
け
る
、
此
時
も
酒
多
く
製
し
、
ヘ
カ
チ
ウ
〔
19
ウ
〕

タ
ン
の
果
迄
も
呑
飽
様
に
な
し
、
五
三
日
の
中
は
昼
夜
さ
か
ひ
な
し
、
酒

の
ミ
あ
か
し
、
神
㕝
を
行
ふ
う
へ
は
熊
を
押
殺
し
、
直
く
に
皮
を
剥
き
、
頭
を

附
置
、
杭
を
建
、
夫
を
真
に
し
て
熊
の
全
體
を
造
り
、
太
刀
を
帯
セ
、
ア
ツ
シ

を
粧
ひ
、
ヌ
シ
ヤ
サ
ン
カ
タ
の
前
中
央
に
祭
り
、
供
物
を
備
る
も
有
、
一
家
の
中
に

祭
る
も 

此
時
熊
の
皮
剥
た
る
を
窓
よ
り
入
る
㕝
な
り
、
常
〳
〵
出
入
の
口
よ
り
入
る
㕝
を
せ
す
、

其
謂
知
か
た
し
、
又
常
々
熊
を
獲
に
行
時
、
メ
ノ
コ
シ
弓
矢
を
窓
よ
り
出
し
、
ヲ
ツ
カ
イ

に
渡
す
、
其
留
守
に
メ
ノ
コ
シ

業
を
な
さ
す
と
云
り

有
、
其
後
熊
の
頭
に
イ
ナ
オ
を
結
付
、
ヌ
シ
ヤ
サ
ン
カ
タ
ニ

祭
り
置　
　

と
な
り
て
住
居
の
図
の
所
も
あ
ら
わ
せ
り
、

一
、
此
蝦
夷
國
の
祭
る
大
礼
な
り
、
タ
ケ
ノ
ヲ
ヒ
ツ
タ
ノ 

夷
と
も
皆
々

と
云
事

常
に
願
ふ
て
い
へ

ら
く
、
ホ
ク
ユ
ク
カ
モ
イ
程
世
に
貴
き
は
な
し
、
来
世
に
ハ
此
神
に
生
れ
た
き
な
と

と
語
る
、
ひ
そ
か
に
按
る
に
、
犬
よ
り
傳
り
た
る
夷 

狗
の
事
ヲ
云 

と
い
へ
る
ハ
誤
り
な
ら
ん
、
旧

よ
り
犬
は
里
獣
な
る
べ
し
、
此
國
い
ま
た
開
け
さ
り
し
頃
住
た
る
や
い
な
や
、
國
〔
20
オ
〕
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土
は
し
ま
り
て
草
木
生
ひ
、
次
に
禽
獣
虫
出
る
か
、
此
国
熊
を
酋
獣
と
す
、
種
類

三
品
、
熊
、
至
て
少
し 

羆
、
此
品
多
し 

魋 

稀
に
出
ル
、

陽
山
ニ
多
し
の
強
獣
多
く
、
馬
を
獲
、
人
を
損
す
、
彼
往

古
の
女
も
熊
に
交
會
し
て
一
男
子
を
産
た
る
か
、
夫
よ
り
段
〳
〵
人
な
れ
り
と
見
ゆ
、

故
此
大
祭
先
祖
の
㚑
神
を
祭
る
な
る
べ
し
、
夷
共
全
體
に
生
る
毛
殆
如
熊

に
し
て
其
證
多
し
、　

信
州
山
家
ニ
も
熊
に
通
し
て
孕
た
る
婦
折
節
あ
る

㕝
な
り
、
深
山
ち
か
き
村
里
に
ハ
度
々
あ
り
と
聞
け
り
、

一
云
、
西
蝦
夷
地
ヨ
イ
チ 

地
名
上
下

ア
リ

と
い
ふ
所
は
、
此
国
開
期
の
時
初
て
里
を
な
せ
し

所
と
い
へ
り
、
所
の
夷
十
一
月 

此
国
十
一
月
ヲ

初
の
月
ニ
セ
り
末
に
い
た
れ
ハ
、
サ
ン
コ
マ
サ
ケ
と
て
物
忌
し

て
、
酒
を
造
り
、
其
夜
に
い
た
れ
は
親
族
集
り
、
炉
の
側
に
棚
を
つ
り
、
か
も
〳
〵

に
酒
を
湛
へ
供
し
、
家
中
の
火
を
消
し
、
闇
坐
に
酒
宴
す
、
其
頃
は
㚑
神
も

現
れ
、
飲
酒
し
給
ふ
と
て
恐
れ
謹
め
り
、
是
も
先
祖
の
祭
り
な
ら
ん
、

　
　
　

メ〔
〔場

〔
場
面

ツ
カ
ウ
チ
〔
20
ウ
〕

夷
と
も
変
死
セ
し
時
行
ふ
㕝
な
り
、
水
に
溺
れ
、
過
て
毒
矢
に
あ
た
り
、

劔
難
に
逢
、
終
た
る
者
如
式
葬
し
、
其
親
、
兄
弟
族
の
者
杖
を
つ
き
、
路

傍
に
待
、
し
か
る
に
村
の
者
共
大
勢
太
刀
取
帯
、
山
野
海
辺
其
横
死
セ
し

方
ニ
向
ひ
、
女
は
ベ
ウ
タ
キ
、
男
は
ホ
ツ 

 
 

 

と
云
て
、
刃
抜
か
さ
し
、
勢
〳
〵
に

躍
行
、
向
の
方
を
打
か
こ
と
く
に
刃
振
廻
し
、
夫
よ
り
あ
な
た
こ
な
た
と
ち
ど

り
か
け
に
彼
待
受
し
者
江
向
進
ミ
行
、
其
者
の
前
に
至
れ
は
、
刃

に
て 

少
し
切
か
け
、

す
こ
し
様
に
為
額
を
少
し
行
違
ひ
さ
ま
に
切
、
血
を
出
し
打
す
き
ぬ
、

大
勢
左
の
如
く
、
通
り
過
〳
〵
て
其
者
を
中
に
と
り
込
、
く
る
〳
〵
と
三

五
度
め
く
り
て
止
む
、
其
災
を
は
ら
ひ
、
難
に
逢
し
方
江
う
ら
み
を

報
の
よ
し
云
り
、

　
　

寛
政
十
午
年
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秦
檍
麿
誌
〔
21
オ
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Matsumae-shi held by the Nishio City Iwase Bunko Library (I): 
Transcription

This paper presents a bibliographical 

examination and full transcription of Matsumae-

shi, a manuscript in the collection of the Nishio City 

Iwase Bunko Library. Authored by the shogunate 

official Hata Awakimaru (also known as Murakami 

Shimanojo), this travelogue is based on his 1798 

survey of Eastern Ezo and is regarded as a vital 

prototype for his major work, Ezogashima Kikan.

The author conducts a comparative analysis 

of the Iwase manuscript against other extant 

versions with identical content held in collections 

of other institutions, specifically the Ezo Kenbunki 

held by the University of Tokyo, which has been 

the standard text for previous scholarship. While 

differing in handwriting and structure, the Iwase 

manuscript contains fewer transcription errors than 

the University of Tokyo manuscript. Consequently, 

this study concludes that the Iwase manuscript 

preserves a text closer to the original archetype 

and offers greater reliability for researchers.

The transcribed text of Matsumae-shi provides 

detailed ethnographic records of Ainu culture, 

beginning with an Ainu creation myth (the legend 

of a goddess and a dog). It describes customs such 

as ukari (a form of combat practice), marriage 

and funeral rites, ceremonies for welcoming trade 

ships, and the iomante (bear spirit sending ritual). 

Furthermore, the text offers valuable insights into 

the geopolitical and material culture landscape of 

the late 18th century, documenting the geography 

of Kunashiri and Etorofu islands, traces of Russian 

contact, and descriptions of excavated ancient 

pottery. This paper advocates for the adoption of 

the Iwase manuscript as a foundational resource 

for future studies on Hata Awakimaru, Ezogashima 

Kikan, and Ainu cultural history. 
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